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発刊に当たって

1月17日未明、阪神・淡路地方を襲った直下型地震は、死

者5,502人、負傷者36,938人、 全壊家屋10万60棟、 4月現在な

お避難者 6万人を数える。神戸市をはじめ高度な消防力を持

つ近代都市においてである。

震度 7の巨大地震のすさまじさは、この被害の惨状と共に

永く後世に語り継がれることだろう。

阪神 ・淡路大震災に際し、防災機関はどの様な活動をした

のか、各自治体の対応は、国家の危機管理システムの動きは、

そして、さらに京都消防の応援各隊の活躍は•••、これらの活

動を史実として記録しておくべきと感じた。

その活動の良 ・否は別として、このことが後日、防災に携

わる者の参考になれば誠に幸甚なことである。

なおまた、このことが犠牲者に対する防災担当者としての

哀悼の礼であるとも思う。

追 平成 7年4月 1日付京都市の防災事務は総務局所管から

消防局に移管、防災対策室が設けられた。事実として書

き足しておく。

京都市消防局長

和弁立久
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西 北

東 南
焼け野原と化したところに立ち、周囲を見回す （神戸市畏田区）
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き出しのポランティアには列ができる（神戸市
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磨
区
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西
宮
市
に
か
け
て
長
さ
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20km
、
幅
約
l
k
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の
帯
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、
宝
塚
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、
淡
路
島
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北
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、

一
宮
、
津
名
町
で
も
震
度
7
が
確
認
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れ
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発
表
し
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。

図ビ地震波形神戸海洋気象台（震度 6)に設置された電磁式強震計の波形
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と
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に
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国
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台
や
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測
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ど
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計
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れ
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震
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は
、
地
震
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速
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」
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た
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度
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や
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変
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ら
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た
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す
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が
、
ど
れ
か

―
つ
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デ
ー
タ
だ
け
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は
、

地
銀
の
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
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。

た
と
え
瞬
間
的
な
加
速
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大
き
く
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、
地

盤
が
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く
速
度
や
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い
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離
（
変
位
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さ
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ば
、
被
害
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そ
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近
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神
戸
海
洋
気
象
台

の
強
震
計
が
と
ら
え
た
、
阪
神

・
淡
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震
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兵
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大
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激
し
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揺
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は
、
地
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か
ら
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ほ
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終
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っ
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お
り
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最
大
加
速
度
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南
北
方
向
で
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ガ
ル
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東
西
方
向
で
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ガ
ル
、

上
下
方
向
が
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ガ
ル
だ
っ
た
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東
西
方
向
よ
り

南
北
方
向
の
揺
れ
が
激
し
か
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
南
北
方
向
に
最

大
秒
速
90
セ
ン
チ
と
、
国
内
で
観
測
さ
れ
た
地

震
の
中
で
は
、
最
も
速
く
地
盤
が
動
い
た
こ
と

も
わ
か
っ
た
。

全
国
に
高
精
度
の
地
震
計
が
配
備
さ
れ
た
の

は
そ
う
遠
い
昔
の
こ
と
で
は
な
く
、
都
市
直
下

型
の
大
地
震
の
地
震
動
が
精
密
に
と
ら
え
ら
れ

た
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、

被
害
調
査
と
合
わ
せ
て
、
今
後
の
耐
四
設
計
の

見
直
し
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
る
貴
重
な
デ
ー
タ
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図3余震活動（気象庁）

合時間別地震回数 (2月6日15時まで、 1日3時間ごとの集計）
表 l余震活動主な地震 （気象庁）

=-
総回数： 11397回

有感証震 1（気薮官署） ：I 36回
本震を含む （震度 l以上）

゜00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 00 12 
時時時時時 時 時時時時時蒔町町時 時 時時時時時時時笥笥時時吟時時時時時時時時芍時時蒔時峙

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 I 2 3 4 5 6 
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

主な地震（最大震度 4以上）

①17日05時46分（本震） 最大震度7

（神戸・；州本）

最大震度4

（神戸）

最大震度4

（神戸）

最大震度4

（奈良）

最大棠度4

（神戸）

最大震度4

（北淡町）

最大震度4

（北淡町）

最大震度4

（神戸・西宮・大阪西淀）

※ 1月25日12時より、臨時観測点 （北淡町、神

戸垂水、西宮市、 大阪西淀）の計数を開始した。

②
 

③
 

④
 

5) 

05時49分

05時52分

07時38分

08時58分

⑥ 1日21時12分

⑦e3日00時33分

⑧ 5日23時16分

17日

【前震、本震、余震］ 大さな地震（本震または主震）が発生すると、＇｝lさ読いてたくさんの比較的小さな地震（余震）が起こる。また、本震に先tって小さな地祖（前

誤） が起こることがある。大きな本冥の後には余震が続 くことが多いが、前震が観測されることはあまり多 くない。よた、本震の震源が深いと、 余震もあまり観測され

ないこ とがある。

表 E明治以降の主 な地震 （理科年表など）

Eし ma og,日L》 C ヽ 2ヽ
nn田四

濃 1891年 （明治24)10月28日 8.0 内陸地震としては最大のもの。達物全壊14万余戸、半壊8万余戸｀死者7273人。

東京湾北部地震 1894年 （明治27) 6月20日 7 0 
東京、横浜の被害が大きかった。 神田 • 本所 ・ 深川で全半壊の家屋多数。 東京で死者
24人。川崎 ・横浜で死者 7人。この地震で銀座のレンガ街が崩れた。

関東大震災 1923年 （人正12) 9月1日午前II時58分 7. 9 
地震後火災が発生し被害を大きくした。死者不明14万 2干余人｀家屋全半壊25万 4干
余戸、焼失44万 7干余戸．

北但馬地震 1925年 （大14) 5月23日午前II時10分 6.8 円山川中心に死者428人。地震計振幅は関東大震災の62％を超える84りを記録した。

北丹後地震 1927年 （昭 2) 3月7日午後6時28分 7.3 若狭湾中央が震源地の大地震。死者2925人。全壊家屋は12584戸。

鳥取地震 1943年（昭18) 9月10日午後 5時37分 7.2 島取市・ 大黒座に出演中の役者 ・大谷友右衛門など死者I083人。

東南海地震 1944年（昭19) 12月7日午後 1時36分 7 9 静岡 • 愛知 ・ 三重などで死者不明1223人。 全壊家屋 1 万 7 千余戸。

三河地震 1945年 （昭20) I月13日午前3時38分 6.8 震源地は渥美湾。 中部 • 関東 ・ 近畿 • 四国の一部と広範囲にわたる。 死者2306人。

南海地震 1946年 （昭21)12月21日午前4時19分 8.0 近畿 ・中国 ・四国から東海道方面に被害が及んだ。死者1330人。

福井地震 1948年（昭23) 6月28日午後5時15分 7. I 
直下型地震で福井市の家屋全壊 3万 6千余戸。同刑務所の囚人60人が逃走。死者3769

人。

十勝沖地震 1952年（昭27) 3月4日午前10時23分 8 2 震源地は襟裳岬東方海底。日高 ・十勝 ・釧路方面の被害甚大。死者28人。

新潟地震 1964年 （昭39) 6月16日午後 1時過き， 7. 5 同市内・昭和石油の石油タンク爆発、昭和大橋などが落橋などの被害。死者26人。

1968年十勝沖地震 1968年（昭43) 5月16日午前9時49分 7 9 
地震の規模が関東大震災級。北海道 ・東北が被害。死者52人，八戸で7000'ン級の外国

船が座礁。コンクリー ト造り建染の被害が目立った。

伊豆半島沖地震 1974年（昭49) 5月9日午前8時33分 6 9 伊豆半島南部沖で発生。死者不明30人。家屋全壊134戸。同半壊240戸．

伊豆大島近海地震 1978年（昭53) I月14日午後0時24分 7 0 
伊豆天城湯ヶ島町の鉱槃所のシアン化合物が川 ・湾に流出。死者25人。当日午前、気

象庁から地震情報が出されていた。

宮城県沖地震 1978年（昭53) 6月12日午後5時14分 7 4 仙台市を中心に住宅地のプロック塀の倒壊が続出し問題化。死者28人。

日本海中部地震 1983年（昭58) 5月26日正午過ぎ 7. 7 秋田 ・男鹿市の加茂海岸で津波により、遠足の小学生ら死者I04人。

釧路沖地震 1993年 （平5) I月15日午後8時 6分 7.8 
震度 6をII年ぶりに記録。死者 2人。ケガ人約1000人。北海道東部では 4万7000戸が

停電．

北海道南西沖地震 1993年（平5) 7月12日午後10時17分 7.8 奥尻島などに津波。死者202人。日本海で発生した地震では史上最大規模。

北海道東方沖地震 1994年 （平6) 10月4日午後10時23分 8.1 国後、択捉、歯環、色丹の北方 4島で大きな被害。根室市内では40人が負傷。

三陸はるが中地震 1994年 （平6) 12月28日午後 9時19分 7.5 
八戸市中心に被害。死者 2人。岩手県内で200人以上がケガ。青森県と岩手県で約1万

戸が停電。
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市
市
民
局
、

2
月
14
日
現
在
）

死
者

行
方
不
明
者

負
傷
者

全
半
壊
家
屋

火
災
件
数

焼
失
面
積

り
災
世
帯

・
淡
路
島
地
区

（
淡
路
県
民
局
、

死
者

行
方
不
明
者

負
傷
者

全
半
壊
家
屋

火
災
件
数

*
4
 

デ
ー
タ
な
し

2
6
7
3
2
m
 

21
世
帯

ー、

1
6
2
名

8
、
0
4
9
棟

な
し

3
、
7
8
6
名

4
、
5
6
9
棟

8
件

2
月
1
5
日
現
在
）

57
名

ー
、
1
0
0
名

4
、
0
6
2
棟

14
件

5
、
4
2
2
,
m

な
し

3
9
6
名

9
名

な
し

3
5
8
名

ー、

9
6
2
棟

16
件

ー、

4
4
5
,
m

デ
ー
タ
な
し

デ
ー
タ
な
し

）内

•
西
宮
市

（
西
宮
市
消
防
局
、

2
月
11
日
現
在
）

死
者

9
9
9
名

行
方
不
明
者

な
し

負
傷
者

1
、
1
6

2
名

全
半
壊
家
屋

3

3
、
2
6
8
棟

火
災
件
数

39
件

焼
失
面
積

9
、
6
1
0
,m

り
災
世
帯

l
3
1
世
帯

・
尼
崎
市

（
尼
崎
市
災
害
対
策
本
部
、

2
月
1
9
日
現
在
）

死
者

27
名

行
方
不
明
者

な
し

負
傷
者

全
半
壊
家
屋

火
災
件
数

焼
失
面
積

焼
失
面
積

り
災
世
帯

デ
ー
タ
な
し

り
災
世
帯

・
宝
塚
市

（
宝
塚
市
消
防
本
部
、

死
者

行
方
不
明
者

負
傷
者

全
半
壊
家
屋

火
災
件
数

焼
失
面
積

り
災
世
帯

・
芦
屋
市

（
芦
屋
市
消
防
本
部
、

死
者

行
方
不
明
者

負
傷
者

全
半
壊
家
屋

火
災
件
数

焼
失
面
積

り
災
世
帯

2
月
12
日
現
在
）

83
名

な
し

ー、

1
0
0
名

5
、
0
5
7
棟

4
件

1
7
3
,
m
 

デ
ー
タ
な
し

1
月
2
7
日
現
在
）

14
棟
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〈
人
的
被
害
〉

重
傷
者

1
名

軽
傷
者

28
名

重
傷
者
は
、
敷
居
に
蹟
き
転
倒
、
骨
折
。

タ
ン
ス
の
転
倒
、
落
下
物
に
よ
る
負
傷
者
。

〈住
家
被
害
〉

全
焼

マ
ン
シ
ョ
ン

1
室
1
世
帯
（
西
京
区
）

一
部
損
壊

7
5
0
戸

被
害
の
多
く
は
、
屋
根
瓦
が
ず
れ
た
り
、
落

ち
た
り
し
た
も
の
。

集
中
し
て
い
る
地
域

西
京
区
樫
原
地
域

・
山
田
地
域
4
5

0
戸

右
京
区
西
京
極
地
域

左
京
区
浄
土
寺
近
辺

給
油
取
扱
所

ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割
れ

壁
の
亀
裂

水
道
管
漏
水

防
火
塀

一
部
破
損

〈文
教
施
設
被
害
〉

一
部
損
傷

l
6

6
校

被
害
は
、
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
他
、

壁

・
校
舎
の
繋
ぎ
目
部
分
に
ひ
び
が
入
っ
た
も

の
等
。

30
戸

10
数
件

11
件

6
件

2
件

2
件

1
件

窓
ガ
ラ
ス
被
害
（
約
2
、
3
0
0
枚）

伏
見
区
小
栗
栖
小
学
校

3
9
7
枚

山
科
区
百
々
小
学
校

3
2
6
枚

西
京
区
新
林
小
学
校
で
は
、
通
路

・
土
間
が

陥
没
し
、
塀
に
亀
裂
が
入
る
な
ど
の
大
き
な
被

害
が
出
て
い
る
。

〈清
掃
施
設
被
害
〉

一
部
損
傷

4
件

南
第

一
清
掃
工
場
で
磁
選
機
が
脱
落
す
る
な

ど
の
被
害
は
出
た
が
、
ご
み
処
理
能
力
に
影
響

が
出
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

〈道
路
等
被
害
〉

陥
没
、
亀
裂

落
石

河
川

公
園

5
件

2
件

4
件

2
件

一
般
府
道
七
条
大
宮
四
ツ
塚
線
（
大
宮
通
）

東
海
道
本
線
跨
線
橋
で
、
橋
脚
2
本
の
座
面
に

亀
裂
（
最
大
長
さ
4
m
20cm
、
最
大
幅
12
mm
)

が
総
計
15
本
入
っ
た
。

西
京
区
大
原
野
東
竹
の
里
で
、
延
長
1
3

0

m
に
わ
た
り
、
陥
没
（
段
差
locm)
が
生
じ
た
。

西
京
区
樫
原
蛸
田
町
を
流
れ
る
、
荒
木
川
・

シ
ゲ
田
川
で
は
、
擁
壁
と
底
板
の
接
点
が
分
離

し
、
幅
1
S
3
c
m
ほ
ど
の
隙
間
（
延
長
1
4
¥
1
5

em)
が
発
生
し
た
。

公
園
で
は
、
南
区
久
世
橋
西
詰
公
園
に
て
、

幅
5

S
6

cm
、
深
い
所
で
1
m
ほ
ど
の
亀
裂
が
、

相
当
の
延
長
で
生
じ
た
。

〈ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
〉

水
道
施
設

右
京
区
山
ノ
内
浄
水
場
で
、
停
電
に
よ
り
遮

東
山
区

東
山
区

高
台
寺

霊
屋
の
蒔
絵
ひ
び

豊
国
神
社

宝

（
国
宝
）

4

0
0
世
帯

た
め
池

西
京
区
大
原
野
で
、
た
め
池
の
張
プ
ロ
ッ
ク

に
亀
裂
が
入
り
、
漏
水
し
た
も
の
。

社
寺
仏
閣

（
指
定
文
化
財
36
社
寺
を
含
む
）

仏
像

・
石
灯
籠

．
墓
石
の
倒
壊
、
屋
根
瓦
の

破
損
、
土
塀
・壁
の
剥
離
や
亀
裂
な
ど
の
被
害
。

仏
像

(30躯）

右
京
区

清
涼
寺

阿
弥
陀
如
来
像
（
国
宝
）

木
造
四
天
王
立
像
（
重
文
）

木
造
十
大
弟
子
立
像
（
菫
文
）

7
躯

右

京

区

広

隆

寺

聖
徳
太
子
像
（
重
文
）

木
造
阿
弥
陀
如
来
像
（
重
文
）

木

造

聖

観

音

像

（

重

文

）

他

建
物
関
係
の
主
な
被
害

北

区

大

徳

寺

唐
門
東
脇
上
塀
破
損
（
国
宝
）

北
区

竜

光

院

書
院
の
西
外
壁
亀
裂
、
雨
樋
破
損
（
国

通
信
施
設

電
話
不
通

〈
そ
の
他
〉

断
装
置
が
作
動
。

断
水
世
帯

78
件

4
カ
所

3

3
4
世
帯

（
内
右
京
区
で
2
4
8
世
帯
）

西
京
区
内
マ
ン
シ
ョ
ン

救
急
事
故

重
傷
l
名
、
中
等
症
5
名
、
軽
症
23
名

計
29
名
搬
送

10
件

タ
ン
ス

1
件
、

ガ
ス
漏
洩
等

24
件

流
出
ー
、
漏
洩
12
、
電
気
ー、

救
急
支
援
ー‘

発
報
8
、
そ
の
他
l

119
通
報
件
数

救
助
事
故

火
災

6
0

7
件

エ
レ
ベ

ー
タ
9
件

26
件

1
室
2
0
,Iw
焼
失 1

件

◎
京
都
市
消
防
局
の
出
動
状
況

/
 ・/

‘
 ノ

山科区勧脩寺

ー
◇ 

書院 （国宝）の亀裂

宝
伏
見
区

文 唐
門
飾
金
具
の
歪
み
、
鋲
落
下
（
国
宝
）

山

科

区

勧

修

寺

杏
院
壁
亀
裂
、
落
下
（
国
宝
）

南
区
教
王
誰
国
寺

五
重
塔
長
押
、
天
井
琵
琶
板
落
下
（
重

醍
醐
寺

金
堂
、
五
重
塔
漆
喰
壁
亀
裂
（
国
宝
）

三
宝
院
殿
堂
表
書
院
漆
喰
壁
亀
裂
（
国
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西京区大原野南春日町

西京区大枝西長町 天理教会

伏見区中島宮ノ前町

西京区樫原蛸田町 民家

西京区大原野南春日IBJ

西京区樫原宇治井町

西京区大原野小塩町

伏見区淀本町 稲葉神社

伏見区久我森ノ宮町

金蔵寺

城南宮

西迎寺

民家

善峰寺

久我神社
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消
防
関
係

〈消
防
局
〉

◎
主
な
集
計

救
助
隊

・
救
急
隊
ぶ
洞
防
隊
等
の
派
述

」
延
べ

892
名
、
ヘ
リ
延
べ

60
機
、
車
輛
延
べ
屈
台

り
災
証
明
発
行
事
務
派
造

こ
延
べ

60
名

m
消
防
救
助
救
急
活
動
支
援
（
神
戸
市
へ
）

％
S
%

救
助
隊

・
救
急
隊
・
消
防
隊
等
の

派
造

1

職
員
延
べ

100
名
、
ヘ
リ
延

べ
32
機
、
車
輛
延
べ

153台

%
S

航

空

隊

の

派

造

｛
職
員

4
名
／

日
、

ヘ
リ
1
機
／
日

職
員
延
べ

112名
、
ヘ
リ
延
べ
28
機

派
遣

り
災
証
明
発
行
（
火
災
に
よ
る
）
に
伴
う

ホ
ー
ス

102本
他

＇
、

2
 

＇， 事
務
等

公
て
ル
＾
10
名
／
日
;
延
べ

60名

③

物

資

支

援

食
粗
1
0、
5
0
0
食
、
飲
料
水
6
、
0
0
0

本
、
乾
電
池
5
、
6
0
0
個、

④

活

動

状

況

ア

消

防

隊

・
街
区
火
災
の
消
火
活
動

・
水
槽
車
に
よ
る
消
火
活
動
及
び
残
火
整
理

イ

救

助

隊

•

西
市
民
病
院
の
人
命
救
助
活
動

•

水
笠
町
、
重
池
町
付
近
の
人
命
救
助
活
動

ウ

救

急

隊

等

•

長
田
署
を
拠
点
に
救
護
活
動

消
防
航
空
隊

・
救
急
患
者
の
空
輸

・
被
災
児
童
の
搬
送

・
物
資
輸
送
等

2

食
糧
関
係
〈
総
務
局
・
経
済
局
〉

◎
王
な
集
計

弁
当
2
9
8
、
4
0
0
食
、
乾
パ
ン
等
1
2
、
8

8

0食
、
牛
乳

(
2
0
0
c
c
)
1
0
0
、
0
0
0
個、

派
造

』
職
旦
延
べ

56
名

山
神
戸
市
へ
の
支
援

％
＼
パ

弁
当
l
4
3
、
4
0
0食
、
牛
乳
2

0
、
0
0
0
個
、
乾
パ
ン

5
、
0
0

〇
食
、
パ
ン

5
、
0
0
0
個
を
搬
送

＊
神
戸
市
に
つ
い
て
は

X-、
21
、
2
4
s
3
0
は

自
衛
隊
に
よ
る
空
輸

切
芦
屋
市
へ
の
支
援

%
＼
％

弁
当
5
5
、
0
0
0
食
、
牛
乳
(200

C
C
)
8
0
、
0
0
0
個
、
乾
パ
ン

2
、

8
8
0食
を
搬
送

％
＼

％
~

弁
当
約
1
0

、

0
0
0

食
／
日
を

搬
送

＊
空
輸
以
外
に
つ
い
て
は
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
協
力
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

3

上
下
水
道
関
係

〈水
道
局
・
下
水
道
局
〉

◎
王
な
集
計

〈
上
水
〉
派
追
人
員

こ
延
べ

2
、
1
2
7
名

4

ト

ン
給
水
車
;
延
べ
1
1
7
台

5
0
0
0
給
水
車

~

延
べ

11
台

作

業

車

二
延
ベ
ー
、
1
2
6
台

工

（下
水

関

係

神

戸
市
へ
）

%
S
%

〈
管
渠
調
査
及
び
消
掃
応
急
処
屈

作
業
、
下
水
道
施
設
査
定
資
料
作

成
業
務
（
下
水
道
管
渠
施
設
の
設

計
及
び
積
算
）
等
〉

作
業
車
等
延
べ

61
台
、
人
員
延

ベ
llB
名

派

造

%
S
%

〈
下
水
道
施
設
査
定
資
料
作
成
業

務
（
下
水
道
管
渠
施
設
の
設
計
及

び
積
算
）
〉

作
業
車
等

％
＼
・

-'
 

%
S
 

日

延
べ

17
台
、
人
員
延

2
0
0
ポ
リ
タ
ン
ク

725個、
10£
ポ
リ
袋
2
、
0

0

0
袋

〈
下
水
〉
派
追
人
員

ぇ
延
べ

368
名

作
業
車
等

」
延
べ

178
台

〈
そ
の
他
〉
復
旧
用
機
器
・資
材
、
検
査
試
薬
等

提
供

（
上
水
関
係
神
戸
市
へ
）

%
S
%

〈
給
水
作
業
、
給
配
水
設
備
修
繕
作

業
、
給
水
管
修
繕
作
業
等
〉

4
ト
ン
給
水
車
延
べ

62
台
、
人

員
延
べ

938名
他
ポ
リ
タ
ン
ク
等

提
供

500
0
給
水
車
延
べ

11
台、

作
業
車
延
べ

498
台

派

遣

〈
給
水
作
業
、
給
配
水
設
備
修
繕
作

業
、
給
水
管
修
繕
作
業
等
〉

4
ト
ン
給
水
車
延
べ

55
台
、
人

員
延
ベ
ー
、
1
8
9
名
、
作
業
車
延

ベ
628
台

派
遣

残
留
塩
素
測
定
器
4
台
等
持
参
／

4
 ％

＼
 

％
＼
 

％
＼
 

む ベ
70
名

派

追

医
療

・
衛
生
関
係

〈衛
生
局
〉

◎
王
な
集
計

医
療
班
の
派
逍
盗
区
師
延
べ

132
名
、
看
誨
婦

・

保
健
婦
延
べ

270
名
、
事
務
職
旦

等
延
べ

237名

遺
体
の
火
葬
処
理
の
受
入

は
189
体

医
薬
品
等
の
搬
送

；
2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

5
台

・

ワ
ゴ
ン
車
等
5
台
相
当
分

①

神
戸
市
へ
の
支
援

%
＼
％

応
急
医
療
品

・
医
薬
品
、
防
疫
用

薬
剤
、
簡
易
寝
具
等
の
搬
送

(
2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

5
台
・
ワ
ゴ
ン

車
等
4
台
相
当
分
）

医
療
班
の
派
造
は
民
間
医
療
団
の

支
援
及
び
民
生
局
と
の
協
力
を
含

医

師

延

べ

116名
、
看
護
婦
延
べ

174
名
、
事
務
職
口
等
延
べ

99
名

（
＊
冷

s
31
医
療
救
護
班
（
精

神
科
医
師
1
名
／
日
）

遺
体
の
火
葬
処
理
の
受
入
Ill
体

％
で
ん
冷

防
疫
対
策
班
（
職
員
6
名
／
日）

派
追
（
延
べ

86
名）

*
2
泊
3
日
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
で
派
遣

派
造
（
延

保
健
婦

(
2
名
／
日）

ベ
64名）

食
品
衛
生
対
策
班

(
3
名
／
日
＊

土
日
を
除
く
）
派
迎
（
延
べ

36
名）

第

2
次
医
療
救
護
班
（
医
師
1
名
、

沿
設
婦
2
名
、
事
務
貝
1
名
／
R
）

- 66 -



派
遣
（
延
べ
医
師
1
6
名
、
看
護
婦

32
名
、
事
務
員
1
6
名
）

②
芦
屋
市
へ
の
支
援

ぷ
＼
冶

遺
体
の
火
葬
処
理
の
受
入
39
体

③
西
宮
市
へ
の
支
援

ぷ
＼
冶

遺
体
の
火
葬
処
理
の
受
入
39
体

④
伊
丹
市
へ
の
支
援

屠

防
疫
用
消
毒
液
・器
材
等
搬
送
（
ワ

ゴ
ン
車
1
台
相
当
分
）

⑥
各
保
健
所
に
て
災
害
救
助
法
適
用
地
域
の

被
災
者
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
予
防
接
種
・
母

子
検
診
関
係
等
の
業
務
を
緊
急
的
に
対
応

⑥
被
災
患
者
の
受
入
れ

％
現
在
京
都
市
立
病
院
で

83
名
受
入
れ

（
外
来
ぶ
ぼ
名
、
入
院
9
名）

m
被
災
地
の
大
気
汚
染
状
況
調
査
の
た
め
、

採
取
さ
れ
た
検
体
計
70
件
を
衛
生
公
害
研
究
所

で
受
入

・
分
析

5

住
宅
関
係
〈
住
宅
局
〉

◎
主
な
集
計

建
築
技
術
職
員
の
派
遣

こ
延
べ

108
名

公
営
住
宅
の
供
給
70戸
、
改
良
住
宅
の
確
保
約

2
0
戸
、
公
営
住
宅
の
確
保
（
第
2
次
分
）

30
戸

①
建
築
技
術
職
員
の
派
遣

被
災
建
築
物
の
倒
壊
等
か
ら
生
じ
る
二
次
災

害
の
防
止
等
を
目
的
に
、
応
急
危
険
度
判
定
支

援
の
た
め
、
建
設
省
、
周
辺
府
県
等
と
合
同
で

1
日
当
た
り
2
S
7
名
の
職
員
を
派
遣
し
た
。

冶

S
2
1
延
べ
2
0
名
を
神
戸
市
へ
派
遣

冶

S
2
4
延
べ

4
名
を
宝
塚
市
へ
派
遣

冶

s只
延
べ

73名
を
宝
塚
市
、
尼
崎
市
へ

(2) 

力（
照
明
器
具
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
暖

房
器
具
、
食
器
、
炊
事
道
具
、

寝
具
、
下
着
類
等
）

改
良
住
宅
2
0
戸
程
度
を
確
保

受
付
方
法
、
入
居
者
の
選
定
等
は
、
兵

庫
県
及
び
神
戸
市
改
良
住
宅
担
当
部
局
と

協
議
中

受
入
期
間
こ
兵
庫
県
南
部
地
誤
発
生
日
か

ら
1
年
以
内

＊
家
賃
及
び
敷
金
は
免
除

③
民
間
住
宅
の
情
報
提
供

民
間
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
被
災
者
へ
の

住
宅
提
供
の
申
出
を
神
戸
市
災
害
対
策
本
部
へ

情
報
提
供
す
る
。
〈
情
報
提
供
戸
数
泌
戸
〉

④
公
共
建
築
物
の
復
旧
計
画
作
成
に
係
る
支

援
（
神
戸
市
ほ
か
）

建
設
省
、
周
辺
府
県
等
と
合
同
で
実
施

％
ぐ
'%

（
土
日
を
除
く
）
職
員
1
名
／
日

派
造
（
延
べ

11
名）

6

清
掃
関
係

〈清
掃
局
〉

◎
主
な
集
計

人
員
の
派
造
こ
延
べ

284名

移
動
公
衆
便
所
8
台
、

イ
対

ロ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー
車
等

派
遣

被
災
者
へ
の
公
営
住
宅
等
の
供
給

ア
公
営
住
宅
70
戸
分
（
向
島
4
7
戸
、
洛
西

2
3
戸
）
を
供
給

受
入
期
間

こ
兵
庫
県
南
部
地
震
発
生
日
か

ら
1
年
以
内

応
]
家
賃
及
び
敷
金
は
免
除
、
生
活

用
品
の
支
給

＊
民
生
局
と
協

7
 

延
べ

103
台

①
神
戸
市
へ
の
支
援

%
¥
％

移
動
公
衆
便
所
8
台
の
搬
送
及
び

据
え
置
き
、
人
員
10名
を
派
遣

ご
み
収
集
（
ロ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー
車

延
べ

37
台
、
人
員
延
べ

104
名
派
遣
）

＊
移
動
公
衆
便
所
8
台
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
現
地
据
え
辟
き
中

切
西
宮
市
へ
の
支
援

％
＼
％

ご
み
収
集
（
ロ

ー
ド
バ
ッ
カ
ー
車

延
べ

36台
、
そ
の
他
車
輛
延
べ
1
2

台
、
人
員
延
べ

134名
派
遣
）

は
2

%
S
 

%
＼‘ 

累

③
ご
み
の
収
集

被
災
地
の
救
援
活
動
を
行
う
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
廃
棄
物
の
受
入
れ

ぷ
＼
西
清
掃
工
場
に
て
受
入
れ
受
入
件

数
2
件
（
％
溢
呪
在
）

伊
丹
市
か
ら
の
廃
棄
物
受
入
れ

3
月
末
南
清
掃
工
場
第
一
工
場
・廃

木
材
の
受
入
対
応
（
日
凪
50
ト
ン
程

度）受
入
支
援
に
係
る
派
遣

(10
ト
ン
ダ

ン
プ
2
台
、
職
員
4
名
／
日
＊
土
日

を
除
く
、
延
べ
車
輛
1
8
台
、
職
員
36

名）

教
育
関
係
〈
教
育
委
員
会
〉

◎
主
な
集
計

一
時
留
学
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
テ
イ
）
受
入

計
76
名

(*
110
名
受
付
）

一
時
留
学
（
ラ
ー
ニ
ン
グ

・
ス
テ
イ
）
従
事
者

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
）
3
、
3
5
0
名

児
童
•

生
徒
の
転
入
学
受
入

派
遣
職
只
こ
延
べ
咽
名

ll
「
一
時
留
学
（
ラ
ー
ニ
ン
グ

・
ス
テ
イ
）
」

9

9
 

の
実
施

%

「
一
時
留
学
」
実
施
事
務
局
設
置
、
申
込

受
付
開
始

西
京
商
業
高
等
学
校

「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」

（中

・
高
校
生
30
名
程
度
）

野
外
教
育
施
設
「
花
背
山
の
家
」

「
や
ま
し
な

の
家
」

（小

・
中
学
生
100
名
程
度
）

＊
受
入
れ
期
間
二
平
成
7
年
3
月
末
ま
で

祝

正
午
現
在
累
計
76名
受
入
（
被
災
地

で
の
学
校
再
開
に
よ
る
痛
宅
等
の
た
め

在
籍
22
名）

＊
児
窟
生
徒
の
受
入
に
あ
た
っ
て
は
、
消
防
局

の
ヘ
リ
に
よ
る
移
送
や
職
員
に
よ
る
現
地
出

迎
え
、
受
入
時
の
健
康
診
断
、
心
理
相
談
等

に
よ
る
対
応
を
実
施

＊
受
入
内
容

こ
教
育
委
員
会
職
員
、
教
職
員
等

に
よ
る
24
時
間
体
制
で
の
対
応

（冶
＼
延
べ
3
、
3
5
0
名
が
従
事
）

・
衣
類
の
用
意
、
洗
濯
、
食
事
等
生
活
関
係

一
切
の
引
き
受
け

・

児
童
•

生
徒
へ
の
心
の
ケ
ア
、
健
康
相
談
、

学
習
指
萌
（
放
課
後
、
夜
間
の
補
修
授
業

等
）
の
実
施

・
放
課
後
、
夜
間
の
補
修
授
業
の
実
施

＊
通
常
開
始

冶
＼
堀
川
高
校
、

％
＼
朱
雀
第
八
小
学
校
、
北

野
中
学
校

％
＼
別
所
小
学
校

累
計
679名
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％
 

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

「
一
時
留
学
」
受
入
等
の
た
め
広
く
P
T
A
、

女
性
会
、
市
民
有
志
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
硲
集
、

活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
児
童

•

生
徒
の
転
入
学
受
入

冶

被
災
児
童
•

生
徒
の
迅
速
か
つ
円
滑
な

受
入
に
つ
い
て
全
校
に
通
知

＊
学
校
給
食
費
の
公
費
負
担
、
市
立
高
等
学

校
授
業
料
及
び
幼
稚
園
保
育
料
の
減
免
等

で
対
応

X
}
就
学
援
助
の
特
別
措
囲
に
つ
い
て
全
校

に
通
知
し
徹
底

正
午
現
在
累
計
679
名
（
学
校
数
附
校

園
）
を
受
入

（
内
訳
幼
15
、
小
572、
中
80
、
高
10
、

養
2
)

＊
教
育
委
員
会
指
琳
主
事
が
受
入
校
を
順
次

訪
問
し
、
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

＊

障
害
の
あ
る
児
窟
•

生
徒
の
受
入
（
障
害

に
応
じ
て
医
療
機
関
等
と
連
携
し
て
市
立

養
談
学
校
に
受
入
）

③
被
災
生
徒
を
対
象
と
し
た
市
立
高
等
学
校

特
別
入
学
者
選
抜
の
実
施
及
び
受
験
手
数
料
の

免
除

切
被
災
児
童
•
生
徒
に
対
す
る
「
心
の
ケ
ア
」

ぷ

子
ど
も
た
ち
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
「
心

の
ケ
ア
」
に
関
す
る
留
意
事
項
を
ま
と

め
、
全
校
・園
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、

臨
時
校
長
会
を
開
催
し
徹
底

％

災
害
後
ス
ト
レ
ス
障
害
へ
の
対
応
を
全

校

・
園
に
通
知

％ 公

19
名
派
遣

17
名
派
遣

固
「
教
育
何
で
も
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
永
松

記
念
教
育
セ
ン
タ
ー
）
」
の
設
阻
（
相
談
員
2
名

配
饂
）

⑥
市
立
図
書
館
、
科
学
セ
ン
タ
ー
等
全
教
育

機
関

(20
カ
所
）
に
お
け
る
義
援
金
の
受
付
け

切
各
学
校
、

P

T
A
に
お
け
る
支
援
活
動
の

推
進

・

児
窟
会
•

生
徒
会
に
よ
る
自
主
的
な
蒻
金
活

動
の
実
施
（
全
校
で
実
施
）

•

神
戸
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
学
用
品
援
助
要

請
（
ぷ

）
に
基
づ
き
、
全
校
に
学
用
品
の
提

供
を
重
ね
て
要
請

・
ぷ

S
統
合
閉
鎖
校
（
元
格
致
小
学
校
）
に

支
援
物
資
の
集
約
・

分
類
•

発
送
セ
ン
タ
ー

を
設
臨
（
職
員
2
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配

府）

諮

、
18
、
28
ト
ラ
ッ
ク
便
で
発
送

・
ソ

小
学
校
大
文
字
駅
伝
に
被
災
児
童
を
招

待
（
街
頭
募
金
活
動
も
実
施
）

⑧

移

動

図

書

館

「
こ
じ
か
号
」
の
派
造
（
図

mm約
1
、
8
0
0
冊
栢
載
、
義
援
金
及
び
支
援
物

資
も
移
送
）

・
公

、
只
、

11
、
18
、
24
、

X
、
11
（
神
戸
市

立
本
庄
小
、
本
庄
中
、
荷
藻
中
、
志
里
池
小

ほ
か
）
職
員
5
名
派
造
／
回
（
弘憚
、
25
派
造

継
続
）

凹
市
立
学
校
教
員

「ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
募

集
（
ぷ

S
)
及
び
派
遣

神
戸
市
の
子
供
た
ち
の
学
習
支
援
に
教
職
員

を
派
追
す
る
た
め
、
教
只
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

18
名
派
遣
、

冶

15
名
派
造
、

％

S
%

〉

受
入
定
員

%

12
名
派
遣
、
火
-
9
名
派
造

＊
神
戸
市
か
ら
要
請
が
あ
り
次
第
順
次
派
遣

民
生
•
福
祉
関
係
〈
民
生
局
〉

m
被
災
者
の
一
時
受
入
対
応

ア
中
央
保
誰
所

*
％

正
午
現
在
12
名
受
入
（
実
級
）

洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里
〈
受
入
期
間

Xf

和
室
4
人
X
9
室
11
36
人

洋
室
3
人
X

5
室
11
15
人

合
計
51
人

（

他

大

広

間
50
人
程
度
可
能
）

＊
祝

現
在
23
名
受
入
（
実
績
）

ウ
高
野
福
祉
施
設
合
同
会
館

「高
野
寮
L

「紫
山
寮
」

受
入
期
間

二
平
成
7I
年
2
月
6
日
＼

平
成
8
年
2
月
29
日
の
問

受
入
定
員
ぶ
勾
戸
(1
戸
あ
た
り
約
56,m
)

＊
％

現
在
12
戸
31
名
受
入

②
被
災
者
の
公
営
住
宅
受
入
に
伴
う
生
活
必

需
品
等
の
調
達

＊
住
宅
局
と
協
力

⑱
市
営
葬
儀
事
務
所
の
利
用
料
金
の
減
額

ぷ

＼
今
回
の
災
害
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
利
用
さ
れ
る
場
合
に
、
利
用
料
金
を
減
額

す
る
。

(10
歳
未
満

：
1

0
、
0
0
0
円
に
、

10

歳
以
上

：
1

5
、
0
0
0
円
に
）

④
被
災
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

(Ki

\
~) 

利
用
料
は
、
原
則
と
し
て
生
活
保
護
世
帯
と

同
様
の
取
扱
い
と
す
る
。

〈
福
祉
事
務
所
〉

8
 イ

す
る

•

こ
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

・
母
子
家
庭
、
邸
婦
及
び
父
子
家
庭
介
護
人
派

述
事
業

・
父
子
家
庭
家
事
援
助
サ
ー
ピ
ス
事
業

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
老
人

・
障
害
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
事
業
（
老
人
・障
害
）

・
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
（
老
人
・障
害
）

・
補
装
具
の
交
付

．
修
理
事
業

・
短
期
入
所
事
業
（
障
岩
）

〈
児
童
相
談
所
〉

・
直
度
心
身
障
害
児
（
者
）
緊
急

一
時
保
謡
事

業
〈
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

・
短
期
入
所
事
業
（
老
人
）

⑤
福
祉
施
設
へ
の
入
所

(%
S
)

入
所
や
通
所
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
「
免
除
」

〈
福
祉
事
務
所
〉

・
児
童
福
祉
施
設
（
保
育
所

・
昼
問
里
親

・
助

産
施
設

・
母
子
寮
）

・

老
人
福
祉
施
設
（
特
別
餐
護
老
人
ホ
—
ム
等
）

・
身
体
障
害
者
更
生
援
設
施
設
等
（
肢
体
不
自

由
者
更
生
施
設
等
）

．
粕
神
薄
弱
援
殿
施
設
（
精
神
薄
弱
者
更
生
施

設
等
）

〈
児
童
相
談
所
〉

・
児
菌
福
祉
施
設
（
捉
誤
施
設
、
乳
児
院
、
精

神
蒋
弱
児
施
設
等
）

％

現
在

保
育
所

72
名
受
入
（
決
定
済
）

老
人
ホ
ー
ム

3
名
受
入
（
決
定
済
）
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ゆ
被
災
し
た
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
救
援
物
賀
の

搬
送
（
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
）

（
職
員
l
名
、
民
問
社
会
福
祉
施
設
l
名
派
遣
）

ぷ

神
戸
市

へ
（
米
、
飲
料
水
、

下
着
等

ラ
イ
ト
バ
ン

1
台
分
）

m
被
災
し
た
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
民
間
施
設
の

介
誤
職
員
の
派
遣
（
神
戸
市
）

%
S
沿

4
名
／
日

(4
泊

5
日
を
1
ク
ー

ル
と
し
て
対
応
）

*
1
ク
ー
ル
ご
と
に
民
生
局
職
員
1
名
が
現

地
同
行
し
連
絡
調
整
を
対
応

沿
＼
沿

5

名
／
日

%

＼

％

6
名
／

日

（

延

べ

Iro名
派
逍）

⑧
被
災
に
係
る
福
祉
施
設
へ
の
民
間
施
設
の

60
台

（
職
員
5
名
派
逍
）

介
談
職
員
の
派
遣
（
芦
屋
市
、
富
田
林
市
）

泊

＼

％

8
名
／

日

（

延
べ

32
名
派
遣
）

⑨
被
災
地
の
身
体
に
障
害
の
あ
る
市
民
へ
の

車
椅
子
等
の
搬
送

％

神
戸
市
へ

只

神
戸
市
へ

29
台（

他
収
尿
器
31
個
等
）

な
お
、
市
民
の
方
か
ら
の
提
供
受
付
を
開
始

(%
＼
市
役
所
、
各
福
祉
事
務
所
）

⑩

被
災
さ
れ
た
知
的
障
害
者
の
受
入
に
伴
う

診
療

(K)

児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
師

・
保
健
婦
に
よ
る

対

応

（

於

ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
日
昇）

仰

被

災

地
の
福
祉
施
設
へ
の
支
援
物
査
の
受

力
市
役
所
、
各
区
役
所

・
支
所

％

芦
屋
市
へ
救
援
物
資
を
搬
送

(
4
ト
ン

・
紙
お
む
つ

・
食
器
類

・
ゴ
ミ
袋

付
（
％
＼
市
役
所
、
各
福
祉
事
務
所
）

皿
高
齢
福
祉
施
設
に
対
す
る
入
浴
車
の
提
供

等
移
動
入
浴
車
「
毎
日
ふ
れ
あ
い
号
」
（
＊
提
供

者
大
原
記
念
病
院
）
（
職
員
2
名
派
逍
）

神
戸
市
東
灘
区
の
老
人
ホ
ー
ム
ヘ

x
・
S
3

月
末
ま
で
提
供
及
び
支
援
物
資
の
提
供

⑬
児
童
精
神
科
医
の
派
造
（
児
童
福
祉
セ
ン

x、
8
、
10
、
14
、
1
5
1
名
／
日

（
神
戸
市
児
童
相
談
所
へ
）
（
職
員
延
べ
5
名
）

⑭
被
災
地
の
福
祉
事
務
所
業
務
及
び
関
連
業

務
の
応
援
に
か
か
る
職
員
派
追
（
神
戸
市
へ
）

ソ
で
L
る

10
名
／
日
派
逍

(
1
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン

3
泊
4
日）

ぇ
S
%

5
名
／
日
派
造

(
1
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
4
泊
5
日
、
土
日
除
く
）

（
実
人
員
80
名
、
延
べ

310
名）

(％
現
在
延
べ

375
名）

9

義
援
金

・
救
援
物
資
関
係

〈市
民
局
、
区

役
所

・
支
所
〉

田
被
災
都
市
へ
の
義
援
金
の
受
付
（
公
ぐ
＼
）

市
役
所
（
広
聴
振
典
課
）
、
各
区
役
所
・支
所

（
地
域
振
典
室
）

＊
日
赤
京
都
府
支
部
、
京
都
府
共
同
募
金
会

と
の
協
力

切
救
援
物
資
の
受
付

．
搬
送
（
芯
S
)

＊
市
内
の
収
集
作
業
に
つ
い
て
建
設
局
の
協

タ
ー
）

派
遣

段
ボ
ー
ル
箱

段
ポ
ー
ル
箱

・
紙

お

む

つ

段

ポ

ー

ル

箱

・
毛
布

・
布
団
類
段
ポ
ー
ル
箱

・
車
椅
子

•

そ
の
他
段
ポ
ー
ル
箱

塙

芦

屋

市
へ
救
援
物
資
を
搬
送

(
4
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
）

・
衣

料

類

段

ポ

ー

ル

箱

・
毛
布

・
布
団
類
段
ボ
ー
ル
箱

・
紙

お

む

つ

段

ポ

ー

ル

箱

・
タ

オ

ル

類

段

ポ

ー

ル

箱

・
保

存

食

料

段

ポ

ー

ル

箱

•

そ
の
他
段
ボ
ー
ル
箱

％

芦
屋
市
へ
救
援
物
費
を
搬
送

(
4
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
）

％
 

ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
）

・
防
水
シ
ー
ト

ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
）

・
衣
料
類

・
タ
オ
ル
類

・
衣

料

類

段

ポ

ー

ル

箱

・
毛
布

・
布
団
類
段
ボ
ー
ル
箱

段
ボ
ー
ル
箱

段
ポ
ー
ル
箱

段
ボ
ー
ル
箱

34箱
10
箱

5
箱

77
箱

40箱
圃
箱

48箱
29箱

28
箱

20
箱

69箱
lll
箱

91箱
44
箱

38
箱

17台
19
箱

・
紙

お

む

つ

段

ボ

ー

ル

箱

・
毛
布

・
布
団
類
段
ポ
ー
ル
箱

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー

段
ボ
ー
ル
箱

・
衣

料

類

段

ボ

ー

ル

箱

•

そ
の
他
段
ポ
ー
ル
箱

芦
屋
市
へ
救
援
物
資
を
搬
送

(
4
ト
ン

18
箱

11
箱

15
箱

50
枚

48
箱

38
箱
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段
ボ
ー
ル
箱

18
箱

（
％
現
在
延
べ

4
名
派
遣
）

10

文
化
観
光
関
係

〈文
化
観
光
局
〉

①
動
物
飼
料
の
搬
送

ぷ

文
化
観
光
局
か
ら
神
戸
市
王
子
動
物
園

へ
動
物
飼
料
（
野
菜

・
果
物
等
）

2
ト

ン
搬
送

②
宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
お
い
て
被
災

者
の
一
時
受
入
及
び
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

％
現
在

10
件
1
7
名
受
入
（
実
績
）

③

旅

館

・
ホ
テ
ル
業
界
に
対
す
る
被
災
者
受

入
要
請
及
び
各
種
団
体
へ
の
義
援
金
の
要
諮

④
「
京
響
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
開

催
公

京
都
会
館
第
1
ホ
ー
ル

冶

売
上
金
額
等
7
、
3
4
5
、

0
0
0
円
を

義
援
金
と
し
て
神
戸
市
に
薦
田
助
役
が

持
参

1
1
建
設
・
土
木
関
係

◎
主
な
集
計

職
員

こ
延
べ

830名
車

輛

こ
延
べ

107台
派

遣

〈
建
設
局
〉

①
道
路
上
障
害
物
除
去
作
業
等
支
援
（
神
戸

市）
％

＼
％

ダ
ン
プ
延
べ

6
台
、
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
延
べ

9
台
職
員
延
べ

60
名
派
遣

％

S
％
ダ
ン
プ
延
べ

24
台
、
作
業
車
延
べ

24
台
、
連
絡
車
延
べ

12
台

職

員

延
べ

240
名
派
遣

入

•

そ
の
他

2
ト
ン
ダ
ン
プ
延
べ

16
台
、
作
業

車
延
べ

8
台
、
連
絡
車
延
べ

8
台

職
員
延
べ

96名
派
遣

③
阪
神
高
速
道
路
公
団
損
壊
箇
所
復
旧
計
画

策
定
業
務
（
阪
神
高
速
道
路
公
団
災
害
対
策
本

部）
X
下＼
％

土
木
技
術
職
員
1
名
派
遣

（
延
べ

14
名）

〈
建
設
局

・
都
市
計
画
局

・
都
市
整
備
局
〉

公
共
土
木
施
設
災
害
箇
所
査
定
資
料
作
成
業

務
（
神
戸
市
）

土
木
技
術
職
員
12
名
（
建
設
局
10
名
、
都
市

計
画
局
1
名
、
都
市
整
備
局
1
名）

篇
＼
％

の
間
現
地
土
木
事
務
所
に
て
復

旧
に
必
要
な
各
種
資
料
作
成
を
行

（
％
現
在
延
べ

420
名）

そ
の
他
支
援

市
民
問
い
合
わ
せ
、
相
談
電
話
(
6
四
ー

4
1
1
9
)
の
開
設
（
％
で
~
）

％
~
現
在

8
8
5
件
受
付
〈
総
務
局
〉

切
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
休
場
日
の
開
場

〈
経
済
局
〉

ぢ

（
水
）
の
休
場
日
を
取
り
止
め
、
産
地
そ

の
他
関
係
機
関
に
第
一
市
場
へ
の
出
荷
を
要
請

し
、
支
援
及
び
流
通
物
資
の
確
保

③
「
近
畿
・
中
国

・
四
国
プ
ロ
ッ
ク
対
策
本
部

現

地

窓

口

」

の

設

置

〈

各

局

〉

埓
S
％

職
員
2
名

／

日

派

遣

各

局

職

員
を
交
替

(3
日
間
ご
と
）

職
員
1
名
／
日

3
 

%
S
 

(1) 12 

%
S
 ネ

ノ 派
遣

派
造

各
局
職

(9) ゾ

主
催

員
を
交
替

(
3
日
間
ご
と
）

京

（
延
べ

50
名）

家
屋
被
災
状
況
調
査
業
務
（
神
戸
市
）

〈
理
財
局
、
市
民
局
、
区
役
所

・
支
所
〉

冶

1
％

延
べ
職
員
128名
派
造

固
り
災
証
明
発
行
の
発
行
業
務
等
に
従
事
す

る
職
員
の
派
遣
（
神
戸
市
）
〈
各
局
〉

%
1
%i
延
べ

50名
派
遣

⑥
自
転
車
の
提
供
（
神
戸
市
）

〈
都
市
計
画
局
〉

％

京
都
市
が
撤
去

・
保
管
し
た
引
き
取
り

手
の
な
い
放
個
自
転
車
210
台
を
神
戸
市
へ
搬
送

(
＊
京
都
府
自
転
車
軽
自
動
車
商
協
同
組
合

及
び
京
都
大
学
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
有
志
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
整
備
済
）
職
員
3
名
派
遣

切
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
〈
総
務
局
〉

〈
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
〉

「
エ
ン

沿

京
都
会
館
第
2
ホ
ー
ル

都
市
•

関
西
日
仏
会
館
）

収
益
金
2
、
6
5
6
、
5
0
0
円
は
被
災
地
へ

の
義
援
金
と
す
る

⑧

平

成

7
年
度
京
都
市
立
芸
術
大
学
特
例
入

試

の

実

施

〈

総

務

局

〉

被
災
し
た
受
験
生
の
大
学
受
験
の
機
会
の
確

保
を
図
る
た
め
、
一
般
選
抜
試
験
と
は
別
に
受

験
を
認
め
る
特
例
入
試
の
実
施

試
験
日
美
術
学
部

X
で
l

火勺

音

楽

学

部

第

1
次
杞⑱
、
％
5

第

2
次
％

京
都
市
立
看
談
短
期
大
学
の
授
業
料
等
免

(4) 

エ
ン
ゾ
コ
ン
サ
ー
ト
」

〈
衛
生
局
〉

兵
庫
県
南
部
地
展
で
被
害
を
受
け

た
平
成
7
年
度
入
学
生
、
在
校
生

入
学
料
の
全
額
免
除
、
授
業
料
の

前
期
分
の
免
除

⑩
避
難
所
の
管
理
に
従
事
す
る
職
員
の
派
造

（

神

戸

市

）

〈

区

役

所

〉

％

S
％

の
間

1
名
／
日
派
遣

神
戸
市
内
の
区
役
所
に
お
け
る
市
災
害
見
舞

金
、
県
災
害
義
援
金
の
受
付
処
理
等

＊
京
都
府
下
市
町
村
と
合
同

13

そ
の
他

①
神
戸
市
に
対
し
災
害
見
舞
金
の
交
付

%

200万
円
（
両
都
市
の
東
京
事
務
所
間
で

受
け
渡
し
）

②
市
長
、
市
会
議
長
と
神
戸
市
見
舞
い
及
び

視
察

本
市
職
員
の
義
援
金

572
万
円

市
会
議
員
の
義
援
金

200
万
円

③

10
都
市
交
通
局
長
会
（
京
都
市
含
む
）
か

ら
神
戸
市
に
対
し
災
害
見
舞
金
の
交
付

各
支
援
活
動
に
伴
う
物
資
補
給
（
消
防
局

集
計
は
、

3
月
16
日
正
午
現
在
の
数
値

（
一
部
数
値
に
つ
い
て
は
、
直
近
把
握
分
）

注
他 (4)

｀ 

〈
交
通
局
〉

%

100万
円
（
神
戸
市
を
除
く
9
都
市
x
2
0

万
円
）

冶

市
民
の
方
か
ら
お
預
か
り
し
た
義
援
金

2
、
0
0
0
万
円

内

容

除
対
象
者
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◎
質
疑
項
目

地
震
防
災
対
策
予
算
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
、
防
災
組
織
の
強
化
、
防
災

訓
練
の
在
り
方
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
消

防
活
動
に
必
要
な
水
利
の
確
保
、
消
防
指
令
シ

ス
テ
ム
の
整
備
、
学
校
の
果
た
す
役
割
、
医
療

体
制
の
整
備
、
橋
梁
の
耐
誤
性
な
ど

◎
答

弁

・
地
震
防
災
対
策
予
算
に
つ
い
て
は
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
地
震
対
策
調
査
研

究
委
託
の
初
年
度
経
費
、
木
造
住
宅
の
実
態
を

調
査
研
究
す
る
経
費
及
び
地
震
防
災
啓
発
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
経
毀
を
新
た
に
計
上
す
る
と

と
も
に
、
備
蓄
物
資
の
充
実
を
図
る
た
め
の
経

被
を
増
額
す
る
な
ど
、
当
面
す
る
緊
急
課
題
に

つ
い
て
重
点
的
に
計
上
し
た
。
今
後
、
更
に
地

餌
防
災
対
策
の
点
検
・見
直
し
を
進
め
る
中
で
、

新
た
な
事
業
が
必
要
と
な
れ
ば
補
正
予
算
を
含

め
て
必
要
な
措
窟
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

・
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
地
震
を
契
機
に
新
た
に
震
度
7
の
大
規
模

地
震
を
想
定
し
た
も
の
と
し
て
、
平
成
7
年
度

か
ら
3
カ
年
を
か
け
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

う
。
そ
の
取
組
と
し
て
は
、
短
期
的
に
は
、
職

員
の
動
員
体
制
の
強
化
、
災
害
対
策
本
部
の
体

制
充
実
、
備
蓄
体
制
の
整
備
拡
充
、
市
民
へ
の

啓
発
な
ど
を
早
急
に
進
め
、
中
期
的
に
は
、
広

域
的
防
災
体
制
の
確
立
を
検
討
し
、
災
害
時
の

情
報
収
集
、
伝
達
体
制
の
整
備
充
実
に
努
め
て

い
く
。
長
期
的
に
は
、
活
断
層
や
土
質
な
ど
本

市
の
地
域
特
性
等
の
デ
ー
タ
の
集
栢
、
被
害
想

定
の
見
直
し
、
都
市
の
安
全
化
に
関
す
る
研
究

な
ど
、
地
康
対
策
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

・
防
災
組
織
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
全
庁
一
丸

と
な
っ
て
災
害
対
策
本
部
を
迅
速
か
つ
的
確
に

機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
併
せ
て
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
市
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
を
囮
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
防
災
組
織
の
在
り
方
を
検

討
し
て
き
た
が
、

24
時
間
体
制
の
下
で
の
職
員

の
実
動
体
制
、
指
令
セ
ン
タ
ー
を
核
と
す
る
高

い
情
報
収
集
能
力
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織

を
通
じ
地
域
に
密
培
し
た
啓
発
活
動
の
推
進
が

可
能
な
点
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
消
防
局

を
防
災
行
政
の
主
管
部
局
と
し
、
そ
の
組
織
強

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

・
防
災
訓
錬
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
参
加
に
よ

る
初
期
消
火
活
動
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
応
急
復
旧

活
動
の
訓
練
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
き
た
が
、
今
後
、
そ
の
在
り
方
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
今
回
の
輿
災
に
お
い
て

自
衛
隊
の
果
た
す
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
る

と
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
衛
隊

の
訓
練
参
加
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

・自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

防
災
意
識
の
向
上
、
普
及
啓
発
、
災
害
発
生
時

の
応
急
活
動
の
在
り
方
な
ど
の
指
消
に
当
た
っ

て
い
る
が
、
地
域
ご
と
に
、
人
命
救
助
を
第
一

に
し
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
更
に
組
織
の
育

成
強
化
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
救
出
に
必
要
な

資
器
材
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時

に
行
政
の
支
援
の
手
が
及
ぶ
ま
で
の
対
応
方
法

な
ど
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

・
消
防
活
動
に
必
要
な
水
利
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
水
道
消
火
栓
、
防
火
水
槽
、
河
川
な
ど
で

対
応
し
て
い
る
が
、
水
道
消
火
栓
へ
の
依
存
度

が
高
い
現
状
を
踏
ま
え
、
学
校
等
の
避
難
地
域

に
耐
哀
性
貯
水
槽
な
ど
を
重
点
的
、
計
画
的
に

整
備
し
、
そ
の
多
元
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

・
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
耐
用
年
数
も
経
過
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
通
信
衛
星
を
利
用
し
た
消

防
車
両
動
態
管
理

・
情
報
シ
ス
テ
ム
や
大
規
模

災
害
避
難
誘
導
シ
ス
テ
ム
な
ど
高
度
な
技
術
を

取
り
入
れ
た
も
の
に
更
新
し
て
い
き
た
い
。

・
学
校
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
学
校
に
避
難
す
る
人

が
多
い
現
状
を
考
え
る
と
、
そ
の
果
た
す
役
割

は
非
常
に
大
き
い
の
で
、
校
長
を
中
心
と
し
た

学
校
教
員
の
協
力
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
耐
服
性
の
観
点
か
ら
も
、
老
朽
校
舎
を
早

期
に
改
築
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
防
災
教
育

に
つ
い
て
は
、
全
児
童
、
生
徒
に

「安
全
ノ
ー

ト
」
を
配
布
す
る
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
の
機
に
、
子
ど
も
た
ち
が
地
震
な
ど
の

災
害
に
対
し
て
的
確
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
指

羽
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

・
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
医
療
班
を
市
立
の
病
院
で

4

班
、
保
健
所
で

16
班
作
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
医
師
会
の
応
援
を
求
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
府
医
師
会

と
の
災
害
時
の
医
療

・
救
護
活
動
に
関
す
る
協

定
に
つ
い
て
は
、
医
師
会
で
確
保
す
べ
き
人
員

や
出
動
条
件
、
指
揮
命
令
系
統
、
出
動
し
た
医

師
が
被
災
し
た
場
合
の
補
債
問
題
な
ど
に
つ
い

て
の
検
討
課
題
が
あ
り
、
未
だ
締
結
し
て
い
な

い
の
で
、
早
急
に
協
定
が
締
結
で
き
る
よ
う
協

議
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
医
薬
品
の
備
蓄
に

つ
い
て
は
、
流
通
備
菩
を
検
討
す
る
な
ど
、
総

合
的
な
補
充

・
調
達
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
努
め

ヽ
~

゜

た
し

・
橋
梁
の
耐
震
性
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
地
震

の
後
、
市
内
の
橋
梁
を
総
点
検
し
た
結
果
、
大

宮
袴
線
橋
の
橋
脚
の

一
部
に
亀
裂
が
見
つ
か
っ

た
も
の
の
、
他
に
特
別
な
被
害
、
影
響
は
出
て

い
な
い
。
主
要
橋
梁
63橋
の
う
ち
、
地
域
防
災

計
画
で
危
険
度
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
の
は

13

橘
あ
る
が
、

6
橋
に
つ
い
て
は
架
け
替
え
や
補

修
等
の
対
策
を
実
施
又
は
計
画
し
て
お
り
、
残

り
の
橋
梁
に
つ
い
て
も
年
次
計
画
を
立
て
て
早

急
に
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。
市
内
の
橋
梁

す
べ
て
に
つ
い
て
今
回
の
よ
う
な
大
地
震
に
耐

え
ら
れ
る
構
造
と
す
る
に
は
経
済
的
に
も
困
難

で
あ
り
、
今
後
は
、
老
朽
橋
の
架
け
替
え
や
桁

の
補
強
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く

と
も
現
時
点
の
耐
震
設
計
基
準
で
定
め
た
強
さ

を
維
持
で
き
る
対
応
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。
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◎
震
災
に
関
連
す
る
国
の
動
き

・
交
付
税
と
起
債
で
災
害
復
旧
促
進

（ぷ

自
治
省
）

・
公
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居
、
全
国
に
要
請

（冷

建
設
省
）

被
災
者
等
の
公
営
住
宅
入
居
希
望
が
あ
れ

ば
、
資
格
要
件
不
備
で
も
侵
先
入
居
を
認
め
る

よ
う
要
請
。
被
災
者
の
判
断
は
、
市
町
村
の
発

行
す
る

「り
災
証
明
書
」
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

・
全
国
の
高
速
道
を
総
点
検
ヘ

（冷

建
設
省
、
道
路
公
団
）

・
実
践
的
利
用
へ
地
域
防
災
計
画
見
嵐
し
要
請

（冶

消
防
庁
）

全
国
の
自
治
体
に
、
職
員
の
自
覚
の
問
題
、

食
糧
等
の
備
蓄
管
理
の
徹
底
、
震
災
対
策
編
の

作
成
等
実
践
的
計
画
の
策
定
を
要
諮

・
被
災
地
住
宅
、

2
万
3
千
戸
確
保
＼
近
隣
自

治
体
に
更
に
要
請

(X}
建
設
省
）

・
防
災
基
本
計
画
、
都
市
災
害
へ
の
対
応
を
強

化
（
震
災
教
訓
に
見
直
し
）
（
メ
-
国
土
庁
）

都
市
型
災
害
に
も
的
確
に
対
応
で
き
る
防
災

体
制
の
整
備
を
主
眼
に

・
耐
震
性
貯
水
槽
の
整
備
促
進
（
大
震
災
時
の

初
期
消
火
や
飲
料
水
確
保
）
（

K}
消
防
庁
）

宦
災
で
消
火
栓
の
破
損
に
よ
り
消
火
活
動
が

遅
れ
た
こ
と
を
重
視
し
、

7
年
度
に
11
億
5
千

万
円
の
補
助
金
を
確
保
し
、

100
ト
ン
型
の
初
期

消
火
、
飲
料
水
用
の
貯
水
楷
等
の
整
備
を
進
め

る
こ
と
を
決
定
。

・
個
人
所
有
の
建
物
解
体
費
を
補
助
対
象
に
す

る

こ

と

を

検

討

（

に
5

建
設
省
）

・
直
接
給
水
方
式
の
普
及
に
向
け
て
水
道
管
を

強

化

（

に
5

厚
生
省
）

・
住
宅
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
解
体
黄
用
に
国
庇
補

助
（
震
災
復
興
策
と
し
て
）

（に

厚
生
、
自
治
、
大
蔵
省
に
よ
る
合
意
）

•
7

年
度
も
地
方
税
減
免
し
歳
入
欠
陥
債
適
用

を
検
討
（
震
災
の
特
別
立
法
で
）（ぷ

自
治
省
）

・
被
災
地
復
興
に
住
宅
、
都
市
整
備
公
団
を
最

大
限
利
用
す
る
方
針
を
決
定
（
％

建
設
省
）

・
災
害
対
策
債
、

7
年
度
発
行
も
検
討

（％

自
治
省
）

•

海
水
利
用
の
消
防
シ
ス
テ

ム
推
進
（
広
域
体

制
へ
国
際
救
助
隊
の
積
極
活
用
）(％

-

消
防
庁
）

貯
水
槽
、
タ
ン
ク
車
等
の
配
備
を
進
め
る
他

神
戸
市
で
「海
水
利
用
型
消
防
水
利
シ
ス
テ
ム
」

構
想
を
推
進
。
ま
た
、
国
際
救
助
隊
を
国
内
災

害
に
も
積
極
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

．
避
難
、
救
援
に
十
分
な
道
路
幅
の
確
保
を

（％

建
設
省
）

・
銀
災
時
に
活
用
で
き
る
医
師
、
看
談
婦
を
育

成

（

％

厚
生
省
）

．
「斜
面
判
定
士
」制
度
を
創
設
（
緊
急
土
砂
災

害

対

策

と

し

て

）

（

孤↑

建
設
省
）

国
の
動
き
と
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
提
言

・
復
旧
費
は
8
千
億
円
強
に
（
展
災
対
策
の
2

次

補

正

予

算

案

）

（

ソ傭

大
蔵
省
）

・
消
防
施
設
も
激
甚
並
み
補
助
率
を
（
震
災
復

旧
で
要
望
）
（

％
~
消
防
庁
）

捉
災
対
策
の
2
次
補
正
予
算
で
、
耐
震
貯
水

槽
等
の
消
防
施
設
補
助
金
の
補
助
率

(
3
分
の

l
)
を
激
甚
災
害
指
定
事
業
並
み
に
引
き
上
げ

る
よ
う
大
蔵
省
に
要
望
。

同
補
助
金
に
は
衷
災
復
旧
に
対
応
し
た
補
助

率
ア
ッ
プ
の
制
度
が
な
く
、
激
甚
並
み
の
2
分

の
1
か
ら
10
分
の
9
の
範
囲
へ
の
か
さ
上
げ
が

趣
旨
。

・
文
化
財
修
理
数
の
補
助
率
を
か
さ
上
げ
要
望

（
％
文
化
庁
）

雲
災
で
被
害
を
受
け
た
国
指
定
文
化
財
の
修

理
費
の
国
邸
補
助
率
を
70
％
程
度
に
か
さ
上
げ

す
る
こ
と
を
大
蔵
省
に
要
望
。

・
大
災
害
の
通
報
、
市
町
村
と
直
通
（
都
道
府

県

経

由

を

改

正

）

（

呆
2

自
治
省
）

大
災
害
発
生
時
に
被
災
地
市
町
村
が
都
道
府

県
を
経
由
せ
ず
、
直
接
電
話
や
衛
生
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
状
況
通
報
す
る
よ
う
通

知
し
た
。

・
大
災
害
に
備
え
緊
急
消
防
救
助
隊
創
設

（泊

消
防
庁
）

大
災
害
の
初
期
消
火
、
救
助
活
動
や
災
害
梢

報
の
収
集
伝
達
に
関
し
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
や
救

急
専
門
医
ら
千
人
規
模
の
「緊
急
消
防
救
助
隊
」

を
都
道
府
県
ご
と
に
設
置
す
る
他
、
衛
星
通
信

に
よ
る
「
映
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
緊
急
整
備
事
業
」

を
推
進
す
る
方
針
を
決
定
。

◎
撰
災
に
伴
う
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
提
言
（
抜
粋
）

1

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
活
動
を
左
右

オ
フ
ィ
ス
街
や
住
民
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

た
地
域
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
低
下
し

て
お
り
、
そ
れ
が
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
る
（
自
治
省
）
と
の
見
方
も
あ

る

。

日

経

）

（ぷ

・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
輪
を
広
げ
る

大
事
な
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
い
か
に

組
織
化
し
、
有
効
に
活
用
で
き
る
か
だ
。
わ
が

国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
欧
米
ほ
ど
の
広

が
り
を
持
た
な
い
。
費
重
な
体
験
を
和
み
、
今

後
の
災
害
復
旧
に
生
か
す
た
め
に
も
、
も
っ
と

積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
も
ら

い
た
い
。

・
高
齢
者
対
策
に
不
備

高
齢
者
向
け
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
。

「
タ
ン
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
」
「
窓
ガ
ラ

ス
を
テ
ー
プ
で
補
強
す
る
」
あ
り
き
た
り
な
内

容
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
い
ざ
と
い
う
時
の
心
構

え
に
な
る
」
と
。

（に
8

読
売
）

2

都
市
づ
く
り

．
避
難
場
所
へ
の
提
言

高
架
下
を
通
過
し
な
い
で
す
む
よ
う
に
、
あ

る
い
は
で
き
る
だ
け
近
距
離
の
避
難
路
を
指
定

す
る
よ
う
に
、
行
政
は
不
断
の
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(%
5
産
経
）

・
広
域
医
療
戦
略
を

未
曾
有
の
都
市
型
災
害
で
あ
る
。

国
の
対
策

(％
―
 読
売
）
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・
事
後
の
被
災
者
の
安
全
確
保
を

特
に
兵
庫
県
南
部
地
震
の
よ
う
な
直
下
型
地

震
は
事
前
に
防
ぐ
こ
と
が
難
し
く
、
む
し
ろ
地

震
発
生
後
の
被
災
者
の
安
全
確
保
な
ど
ソ
フ
ト

面
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
し
っ
か
り
整
備
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
で
被
害
の
程
度
に
差
が
出
て

く

る

。

（

、

〕

・
防
災
計
画
の
見
直
し
の
手
法

計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
と
の

関
係
を
も
っ
と
密
接
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
防
災
計
画
自
体
を
知
っ
て
い
る
住
民
が
少

な
い
。
計
画
づ
く
り
に
積
極
的
な
参
加
を
求
め
、

防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

・
住
宅
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

住
宅
の
自
動
消
火
装
置
を
普
及
さ
せ
る
な

ど
、
事
前
に
で
き
る
対
策
は
何
で
も
講
じ
て
お

く
ぐ
ら
い
の
気
構
え
が
必
要
だ
。

•
安
全
で
快
適
な
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り

神
戸
を
防
災
・
耐
震
の
モ
デ
ル
都
市
に
再
開

発
す
る
こ
と
は
、
関
西
圏
活
性
化
へ
の
起
爆
剤

と
な
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
巨
額
な
資
本
が
必
要
で
あ

り
、
一
自
治
体
の
手
に
お
え
る
仕
事
で
は
な
い
。

だ
が
再
度
ど
こ
か
で
同
じ
よ
う
な
直
下
型
地
震

る。

(Z
朝
日

（
呂
朝
日
）

4
 

髯／―

日
経

読
売
）

本
部
が
医
療
面
を
総
括
指
揮
し
、
連
絡
・
調
整

す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
い
限
り
、
長
期
に
わ

た
る
効
率
の
よ
い
広
域
医
療
戦
略
は
あ
り
え
な

い
。
一
刻
も
早
い
体
制
の
建
て
直
し
が
望
ま
れ

情
報

・
住
民
へ
の
情
報
提
供

ど
こ
へ
行
け
ば
救
護
を
受
け
ら
れ
る
か
と
い

っ
た
細
か
い
情
報
を
加
え
、
無
料
の
自
動
応
答

電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
、
分
刻
み
で
市

民

に

流

す

。

（

以

一

朝

日

）

・
行
政
か
ら
の
情
報
提
供

行
政
の
対
応
の
内
容
や
生
活
情
報
を
周
知
さ

せ
る
こ
と
だ
。
当
面
の
日
常
生
活
に
必
要
な
情

報
は
も
ち
ろ
ん
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
生
活

再
建
の
意
欲
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

行
政
が
ど
ん
な
支
援
を
す
る
の
か
を
、
具
体
的

に
示
す
こ
と
が
重
要
だ
。
（
公

i

読
売
）

・
緊
急
情
報
の
一
元
化

①
通
信
衛
星
利
用
の
マ
イ
ク
ロ
回
線
網
の
整

備
・
拡
充
、
②
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
が
入
手

し
た
緊
急
情
報
の
一
元
化
な
ど
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
再
検
討
に
着
手
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
電
機
業
界
な
ど
で
は
、
災
害
に
強
い

通
信
機
器
の
開
発
を
進
め
る
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
。

・
通
信
網
の
危
機
管
理

3
 

（
え

産
経
）

（名 （
え
産
経
）

昇

読
売

が
起
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
神
戸
を
安
全
で

快
適
な
モ
デ
ル
都
市
に
造
り
か
え
る
こ
と
は
む

だ
な
投
資
で
は
な
い
は
ず
だ
。
（
比
〕
読
売
）

・
地
質
調
査
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
震
災
対
策
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
質

や
地
上
の
建
築
物
な
ど
の
基
礎
調
査
を
実
施
、

そ
の
地
域
で
予
想
さ
れ
る
地
震
被
害
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
全
国
共
通
無
線
波

奈
良
県
か
ら
応
援
に
来
て
い
た
救
急
隊
員
は

「
う
ち
の
救
急
車
は
全
国
共
通
の
無
線
が
な
い
。

病
院
を
探
す
の
に
、
直
接
行
っ
て
確
か
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

大
災
害
時
の
電
波
を
め
ぐ
る
全
国
共
通
無
線

の
整
備
は
以
前
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い
る
。
消

防
庁
や
威
言
察
庁
、
防
衛
庁
な
ど
関
係
各
省
庁
が

常
時
、
電
波
枠
を
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
分
ず
つ
確
保

し
て
い
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
、
同
時
多
発
で

火
事
や
急
患
が
発
生
し
た
場
合
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

数
が
極
端
に
不
足
す
る
。
（
ニ
〕
毎
日
）

4

消
防
力

・
重
機
が
必
要

重
機
不
足
。
ビ
ル
倒
壊
や
土
砂
崩
れ
の
現
場

で
は
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
の
重
機
が
威
力

を
発
揮
す
る
0

(
~
読
売
）

・
ガ
レ
キ
が
進
路
妨
害

火
の
回
り
が
早
い
老
朽
家
屋
の
密
集
地
、
漏

れ
た
ガ
ス
ヘ
の
引
火
、
行
く
手
を
阻
む
ガ
レ
キ

の
山
、
水
道
管
の
破
裂
に
よ
る
水
不
足
。

次
々
と
燃
え
上
が
る
火
災
に
、
消
防
力
は
あ

ま
り
に
無
力
だ
っ
た
0

(
~
読
売
）

・
無
線
の
輻
そ
う

（パ

日
経

今
回
の
地
震
を
教
訓
に
、
郵
政
省
は
「
予
備

電
源
の
見
直
し
な
ど
、
電
話
通
信
網
の
危
機
管

理
に
つ
い
て
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
が
、
無
線
な
ど
他
の
通
信
網
の
早

急
な
整
備
や
、
企
業
内
な
ど
の
専
用
回
線
の
増

設
と
い
っ
た
強
化
策
も
同
時
に
求
め
ら
れ
て
い

る。

朝
日

携
帯
無
線
で
神
戸
市
消
防
本
部
に
応
援
を
求

め
た
。
だ
が
、
「
市
内
全
域
で
火
災
。
応
援
は
で

き
な
い
」

消
防
本
部
の
無
線
に
は
、
一
斉
に
出
動
し
た

市
内
121
の
消
防
隊
か
ら
の
連
絡
が
殺
到
し
て
い

た
。
各
隊
の
周
波
数
が
同
じ
で
混
線
が
ひ
ど
く
、

役
に
立
た
な
か
っ
た
。
（
髯
〕
朝
日
）

•
水
源
が
不
足

ポ
ン
プ
車
で
駆
け
つ
け
た
。
だ
が
、
消
火
栓

か
ら
は
水
は
出
な
か
っ
た
。
近
く
の
40
ト
ン
入
り

防
火
貯
水
槽
か
ら
水
を
く
み
上
げ
た
が
、
約
40

分
で
使
い
切
っ
た
。
火
の
勢
い
は
止
ま
ら
な
か

っ

た

。

（

公

〕

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
用
方
策

人
命
救
助
や
消
火
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活

用
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
山
火

事
の
際
に
消
火
弾
を
上
空
か
ら
落
と
し
て
消
火

す
る
よ
う
に
、
火
災
の
中
心
の
災
上
部
分
に
上

空
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
消
火
弾
を
落
と
し
て

鎮
火
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

夜
間
、
テ
レ
ビ
局
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
火
災

の
上
空
を
舞
っ
て
い
る
の
に
、
政
府
や
防
衛
庁

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
1
機
も
見
当
た
ら
な
い
。

・
被
災
地
上
空
の
飛
行
制
限

マ
ス
コ
ミ
の
取
材
よ
り
も
、
水
や
食
料
の
供

給
や
、
災
害
情
報
収
集
・
消
火
用
水
散
布
な
ど

の
た
め
の
ル
ー
ト
と
し
て
の
航
空
管
理
を
統
括

す

る

こ

と

が

重

要

。

朝

日

）
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阪神大震災の被災地復典のために、海外からの支援

の申し入れが続いている。 2月9日までに支援を申

し入れたのは、 70カ国 ・地域と 3国際機関。政府は

これまでに35カ国の申し入れを受け入れた。

の子供たちを自国に招待するなど、その国ならでは

の工夫がうかがえる。 「特産のマグロ缶詰」（チュニ

ジア）、「毛布と手袋」（モンゴル）、「紅茶を 3トン」

（スリランカ）、「被災した子供たちを招待したい」（チ

ェコ）など様々な申し出があった。援助の内容は様々で、国の特産品を贈ったり被災地

支援申し入れ国 日付申し入れ支援内容 備考

ハンガリー 1/18 救助隊、救助犬の派遣

アルメニア 1/19 援助する用意がある

ギリシャ 1/19 外科医(4名）の派遺

WHO 1/19 できることがあれが協力する用意がある

パチカン市国 1/19 援助する用意があるので、日本側のニーズを知らせて欲しい

チュニジア 1/31 救援物資（マグロの缶詰） 救援物資の受入れ

スロペニア 1/19 地震工学専門家の派遺

1/31 日本赤十字社を通じた救援物資（ミネラルウォーター、衣類、毛布）の供与 救援物資の受入れ

カザフスタン 1/20 援助を行う用意がある

スロパキア 1/20 捜索犬、捜索要員の派遣、医療チームの派遣

オランダ 1/20 捜索犬、要員の派遣

1/27 義援金15万ギルダー 義援金の受入れ

バングラデシュ 1/20 医療チームの派遺等支援する用意がある

フィンランド 1/20 ノキア社の携帯電話(300台）の贈与 携帯電話の受入れ

カンポジア 1/20 シア ヌーク国王より義援金 2万ドル、その後カンポジア赤十字より l、000ドルの義援 義援金の受入れ

金

2/4 （輪送費を日本側が負担すれば） 1万立方メートルの木材供与の用意がある

パキスタン 1/20 できることがあれば是非提供したい

EU 1/20 援助する用意があるので日本側のニーズを知らせて欲しい

プルネイ 1/20 現場のニーズに応じ、救援物資を送付したい ミネラルウォーターのペットボトル、衣

料、缶詰を兵庫県、神戸市に供与

チリ 1/20 消防団の救援隊(20名程度）の派遺

台湾 1/20 駐日台北経済文化代表事務所より義援金(2,000万円） 神戸市に手交

1/26 亜関係協会 ・交流協会を通じて物資援助の用意がある

スペイン 1/21 捜索犬の派遺

ルーマニア 1/21 救援隊の派遣、毛布の提供、仮設住宅及び住宅設営のための人員派遣 救援物資（毛布）の受入れ

ヨルダン 1/21 寝袋(2,000個）、テント (I人用 ・I,000、 6人用 ・300)の供与 受入れ

モンゴル 1/21 毛布(2,000枚）、手袋(500組）の供与 受入れ

ミャンマー 1/22 援助し得ることがあれば是非援助したいのでニーズを知らせて欲しい

南アフリカ 1/23 捜索犬及び要員派遣の用意がある

エジプト 1/23 必要ないかなる支援も行う用意がある

1/27 救援物資（男 ・女性、子供用衣服）の供与 救援物資の受入れ

ペラルーシ 1/23 いかなる支援の要請にも応える用意がある

インド 1/23 支援できることがあれば、喜んで支援する用意がある

1/31 1億円相当の救援物貨の供与 救援物資の受入れ

フィジ一 1/23 支援できることがあれば、 喜んで支援したい

オーストリア 1/24 支援する用意があるので、ニーズを知らせて欲しい

イエメン 1/24 医療チームの派遺

トルコ 1/24 支援する用意があるので、 ニーズを教えて欲しい

イラン 1/24 地震専門家の派遺

カタール 1/24 食料、衣類の供与等できる限り支援する用意がある

キューパ 1/24 医師、看護掃の派遣、建設作業員の提供等

コスタリカ 1/24 移民を希望する人については喜んで受け入れることとしたい

1/27 国家緊急委員会地疫専門家(2人）の派遣

プラジル 1/24 日本側が必要とする支援を行う用意がある

スウェーデン 1/24 国家救難庁閲係者の派遣 国家救難庁関係者来日

エルサルパドル 1/25 救援隊の派遺

グルジア 1/25 何か支援できることがあれば知らせて欲しい

ソロモン 1/25 人的援助を提供する用意がある

ポーランド 1/25 医師派遣の用意がある

朝鮮民主主義 1/26 北朝鮮赤十字会より義援金(2,000万円） 日本赤十字社に手交

人民共和国

スリランカ 1/26 紅茶(3、000kg)の寄贈 紅茶の受入れ

パヌアッ 1/26 義援金(100万ヴァツ） 義援金受入れ

インドネシア 1/28 復興に役立てるための合板を提供する用意がある 合板受入れ（詳細調整中）

マレーシア 1/28 救援隊の派遺

2/1 可能な限りいかなる支援も提供する用意がある

ジプチ 1/30 大統領より義援金(I万ドル）

新ユーゴ 1/31 医師、看護婦各I0名からなる救援チームの派遣

トンガ 2/6 義援金(250万円） 義援金の受入れ

ペルギー 2/7 義援金(200万ペルギー・ フラン） 義援金の受入れ

ー 74-



海外からの支援
申し入れ順、 2月9日現在 外務省調べ

支援申し入れ国 日付申し入れ支援内容 備考

米国 1/17 地震専門家の派遣 派遺受入れを決定。毛布（合計59,500枚）、

飲料水(142,000リットル）の提供受入れ

を決定。テント (20張）、テント設置の為

の入員(74名）派遣の受入れ。防水シー ト

(175巻）、更に 1,500巻の供与受入れ。

スイス

フランス

ロシア

カナダ

ドイツ

イスラエル

イタ リア

イギリス

シンガポール

韓国

メキシコ

国連

中国

ノルウェー

フィリピン

オース トラリア

在日米軍による物資提供等

1/17 緊急援助隊50~60名、捜索犬25頭の派遣

1/25 今後も日本が必要とする支援を行う用意がある

1/17 日本側が希望するなら災害救助特別隊60人派遣と資材 6トン送付

1/17 ハパロフスクからの緊急援助隊の派遣

1/25 支援物資（毛布、防寒着、シーツ、使い捨て食器等）の供与

1/17 何らかの援助をする用意があるので、日本側のニーズを知らせて欲しい

1/20 地震専門家の派遣

1/24 50万加ドル相当の救援物資（テント、補助器具）の供与

1/17 何らかの援助をする用意があるので、日本側のニーズを知らせて欲しい

1/18 連邦技術援助機構を数十名規模で派遺する用意がある

1/23 50万マルク相当の救援物資（寝袋、防寒着等）の供与

1/17 軍の特別救助チームの派遣

1/18 何らかの援助をする用意があるので、日本側のニーズを知らせて欲しい

1/27 地震専門家（地質学、建築、地球物理学の 3名）の派遣

2 j意5、000万リラ相当の簡易発電機(200個）の供与

1/18 何らかの援助をする用意があるので、日本側のニーズを知らせて欲しい

1/20 国際救助隊(NG0)の派遣、災害対策用資材（毛布、テント等）の提供、ポランテ ィ

ア医療チームの派遣、不足物資の調達

1/18 緊急援助隊の派遣

1/18 医療 ・復旧のための要員・設備派遣

隊員(26名）、捜索犬(12頭）の派遣受入れ

を決定。1/19入国、捜索活動開始。 9遺

体（男5、女 4)発見。23日帰国。

災害救助特別隊(60名）の受入れを決定。

21日入国、捜索活動開始。2遺体（男女 I)

発見、 25日帰国

物資供与受入れ

派遣受入れ

物資供与受入れ

物資供与受入れ

簡易発電機供与受入れ

毛布(18、150枚）、ピニールシート (35巻）

ボリタンク (496個）、プラスティ ック食器

(500個）の受入れ

救急用品（包帯、ガーゼ等）、衛生用品等

3トンの受入れ

生活必繋 品（ミネラルウォーター、インスタントラーメン、毛布、炊事セット等）100 生活必需品の受入れ

トンの提供、医療チームの派遺、復旧作業への協力 食料、防寒着200トンの受入れ

支援物資（菓子類、缶詰、防寒服等）約200トンの供与 支援物資の受け入れ

大韓赤十字社から義援金(5万ドル） 日本赤十字社に送金

1/18 支援のための事前調査団（自然災害専門家）の派遣 支援のための事前調査団訪日

1/26 支援物資（缶詰、粉ミルク、マット等、更にシーツ、 紙オムツ追加）の供与 救援物資の受入れ

1/18 日本からの要請があれば対応する用意がある

1/18 中国紅十字社の医療活動を含めなんでも協力する用意があるので、日本側のニーズ 日本赤十字社の手交、食品の受入れ

1/18 

1/18 

1/19 

1/18 

を知らせてほしい 物資の受入れ

地震専門家の派遣

中国紅十字社より義援金(10万ドル）、人民元20万元相当の保存可能な食品（ピスケ ッ

ト等）の供与

300万元相当の緊急援助物資（下着、缶詰、ピスケット、即席麺等）の供与

日本からの要請があれば対応する用意がある

被災者に対して 100万ぺ‘ノの支援及び神戸地区在住のフィリ ピン人に対して 100万ペ

ソの支援を行う

金銭的支援に加え救援チーム50名の派遣、重器材の提供、食料の供与

できることがあれば全面的に協力する用意がある ミネラルウォーター200,000リットルを

被災地に供与

ニュージーランド 1/18 必需品の調達や復興のために役立つことがあれば喜んで協力したい

援助物資（毛布、かぼちゃ）の提供1/20 

チェコ 1/18 

1/28 

アルジェリア 1/18 

アイルラン ド 1/18 

1/31 

タイ 1/18 

マダガスカル 1/18 

できることがあれば喜んで援助したい

被災した子供たちをチェコ政府経費負担で招待したい

災害援助チーム30名の派遣、物資供与

できることがあれば協力する用意がある

義援金(5万アイルランド・ポンド）

何らかの援助をする意用があるので、日本側のニーズを知らせて欲しい

（その後、医療チーム派遣の打診あり ）

できることがあれば協力する用意がある
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援助物費（毛布）の受入れ

義援金の受入れ

毛布、インスタントラーメン、もち米菓子、

医療チームの受入れ



J

と
に
な
る
。

根
源
に
あ
る
大
き
な
揺
れ

構
造
物
の
倒
壊
を
検
証
す
る

阪
神
・淡
路
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
は
5
、
5

0
2
人
に
の
ぼ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
の
4
、

5
0
0
人
以
上
、実
に
犠
牲
者
の

90
％
以
上
が
、

木
造
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
者
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
骨
造

の
、
い
わ
ゆ
る
耐
霞

・
耐
火
構
造
と
言
わ
れ
る

建
築
物
も
多
数
被
災
し
て
お
り
、
予
想
外
の
建

物
被
害
が
今
回
の
震
災
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

耐
策
性
に
俊
れ
て
い
る
は
ず
の
日
本
の
住
宅

や
関
東
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地
震
で
も
崩
れ
な
い

と
言
わ
れ
て
い
た
高
速
道
路
が
、
な
ぜ
、
こ
れ

ほ
ど
ま
で
も
無
残
に
破
壊
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

、A
0

力

今
回
の
地
康
被
害
を
検
証
し
て
い
く
場
合
、

無
視
で
き
な
い
の
は
揺
れ
の
大
き
さ
で
あ
る
。

被
害
の
大
き
か
っ
た
神
戸
市
中
央
区
や
西
宮
市

の
海
岸
寄
り
で
は

800
ガ
ル
前
後
の
大
き
な
加
速

度
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
神
戸
市
内

で
も
ほ
ぽ

500
＼
頗
ガ
ル
の
値
が
観
測
さ
れ
て
い

る。
単
純
に
は
、
93
年
の
釧
路
沖
地
窟
の

919
ガ
ル

の
方
が
大
き
い
が
、
そ
れ
を
除
く
釧
路
市
内
で

は
300s400
ガ
ル
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
と
比
較

す
れ
ば
、
ほ
ぽ

2
倍
の
強
さ
で
揺
す
ぶ
ら
れ
た

そ
の
よ
う
な
戦
後
最
大
の
地
哀
動
が
大
都
市

の
直
下
で
起
こ
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
被
害
の

大
き
さ
の
根
源
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実

で
あ
る
。

全
壊
し
た
家
屋
は
約

10
万
6

0
棟
で
あ
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
木
造
家
屋
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
先
述
の
と
お
り
、
犠
牲
者
の

90％
以

上
が
こ
れ
ら
木
造
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
者

で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
犠
牲
者
が
た
ん
す
な

は
り

ど
の
家
具
類
や
天
井
の
梁
の
下
敷
き
に
な
っ
て

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「木
造
家
屋
は
ど
う
し
て
壊
れ
た
の
か
」
。
当

然
、
壊
れ
た
建
物
に
は
壊
れ
た
理
由
が
存
在
す

る
。
そ
の
要
因
を
順
番
に
挙
げ
て
い
く
と
、
ま

ず
「
古
か
っ
た
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
酒
蔵
な
ど
は
、

「古
い
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
最
悪
の
条
件
を

備
え
て
い
た
と
言
え
る
し
、
そ
の
他
の
古
い
木

造
家
屋
も
、
こ
と
ご
と
く
壊
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

ま
た
、壊
れ
た
木
造
家
屋
の
特
徴
と
し
て
「地

捉
に
対
す
る
抵
抗
力
の
欠
如
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

壊
れ
た
住
宅
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
“
筋
交
い
“

が
入
っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
事
実
が
認
め
ら

れ
た
。

さ
ら
に
、
1
階
部
分
に
広
い
リ
ビ
ン
グ

を
取
っ
た
り
、
南
向
け
に
大
き
な
窓
が
あ
っ
た

木
造
建
物
の
倒
壊
を
考
え
る

も
ち
ろ
ん
、

2
X
4
エ
法
に
よ
る
住
宅
や
プ

レ
ハ
プ
住
宅
が
今
回
の
地
震
に
対
し
て
の
耐
性

を
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
住
宅
が
壊

れ
な
か
っ
た
最
大
の
原
因
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

住
宅
に
は
築
後
数
十
年
を
経
過
し
た
も
の
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
新
し
い
」
も
の
が
多
か
っ

た
と
い
う
調
査
結
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
在
来
工
法
に
よ
る
木
造
住
宅
で
あ
っ
て
も

現
行
の
耐
展
化
の
基
準
を
守
っ
た
も
の
は
破
損

し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
見
れ
ば
、
「新
し
い

住
宅
」

↓
「
耐
震
化
基
準
に
適
合
」
↓
「
地
震

に
強
い
」
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
の
み
で
あ

っ
て
、
「
在
来
工
法
に
よ
る
木
造
住
宅
」
↓
「
地

震
に
弱
い
」
と
い
う
図
式
に
は
結
び
つ
か
な
い

の
で
あ
る
。

ろ
う
か
？

在
来
工
法
は
危
な
い
か

e
.

り
と
い
う
よ
う
に

1
階
の
壁
が
少
な
く
、
不
整

形
で
構
造
的
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
も
の
に
被
害

が
集
中
し
て
い
た
。
泥
土
を
の
せ
た
瓦
屋
根
を

持
つ
屋
根
の
重
い
建
物
も
数
多
く
壊
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
建
物
の
被
害
状
況
の
中
で
、

倒
壊
す
る
こ
と
も
な
く
比
較
的
被
害
の
少
な
か

っ
た
建
物
と
し
て
、
2
X
4
エ
法
に
よ
る
住
宅

や
プ
レ
ハ
プ
住
宅
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
そ
れ
と
同
時
に
、
在
来
工
法
に
よ
る
木
造
住

宅
は
地
震
に
弱
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
珀

し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
な
の
だ

す
な
わ
ち
、
在
来
工
法
に
よ
る
木
造
住
宅
で

あ
っ
て
も
、
建
築
の
際
に
は
現
行
の
耐
康
化
基

準
を
満
足
す
る
こ
と
に
留
意
し
、
さ
ら
に
壁
等

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
設
計
と
、
し
っ
か
り
と

し
た
施
工
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
プ
レ
ハ
プ
住

宅
等
と
同
程
度
の
耐
震
性
を
備
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
既
存
の
木
造
住
宅
に

つ
い
て
も
、
「
筋
交
い
を
入
れ
て
壁
の
耐
力
を
付

け
る
」
「柱
や
梁
な
ど
の
接
合
部
を
金
具
や
ポ
ル

ト
で
堅
固
に
す
る
」
「
屋
根
の
軽
屈
化
を
図
る
」

な
ど
の
方
法
に
よ
り
耐
震
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
今
回
の
地
震
被

害
の
状
況
だ
け
を
見
て
、
日
本
の
伝
統
的
工
法

を
否
定
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

「
既
存
不
適
格
」
を
と
う
す
る
か

e.

今
回
の
震
災
で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

や
鉄
骨
造
の
中
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
も
数
多
く
被
災
し
た
。
そ
の
倒
壊
建
物
の

構
造
に
若
目
し
た
場
合
、
次
の
大
き
な
特
徴
点

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
ず
、
1
階
部
分

を
ピ
ロ
テ
ィ
に
し
て
い
る
な
ど
、
1
階
部
分
に

壁
の
少
な
い
建
物
が
多
く
崩
壊
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
神
戸
市
役
所
2
号
館

の
よ
う
に
、
途
中
階
が
座
屈
し
た
建
物
が
多
く

見
受
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
今
回
の
地
震
の

縦
揺
れ
の
垂
直
加
速
度
の
大
き
さ
と
、

60
m
以

下
の
建
築
物
に
は
縦
揺
れ
の
耐
捉
基
準
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
突
き
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上
げ
る
よ
う
な
縦
揺
れ
で

一
担
伸
び
上
が
っ
た

中
高
層
建
物
が
元
に
戻
る
と
き
、
耐
力
が
低
く

変
形
性
能
の
乏
し
い
階
を
も
っ
た
建
物
で
は
、

そ
の
弱
い
部
分
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
倒
壊
し
た
中
高
層
建
物
に
は

共
通
し
た
椙
造
的
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
が
、
や

は
り
木
造
住
宅
の
場
合
と
同
じ
く
、
古
い
も
の

に
被
害
が
多
く
見
ら
れ
、
最
近
建
築
さ
れ
た
建

物
に
は
、
被
害
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

関
東
大
霞
災
以
降
、
日
本
の
建
築
物
に
は
耐

震
性
が
要
求
さ
れ
、
昭
和
25年

(
1
9
5
0
)

に
建
築
基
準
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
特

に
、
昭
和
46
年

(
1
9
7
1
)
と
56
年

(
1
9

8
1
)
の
改
正
建
築
基
準
法
の
施
行
に
よ
り
、

耐
哀
性
は
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、

に
、
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
地
域
を
襲
っ
た
ノ
ー

ス
リ
ッ
ジ
地
康
の
被
災
地
を
視
察
調
査
し
た
日

本
の
専
門
家
た
ち
は
、
高
速
道
路
の
橋
脚
が
押

し
渋
さ
れ
て
い
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
な

が
ら
も
、
「
日
本
の
高
速
道
路
は
大
丈
夫
」
と
言

い
切
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
阪
神
高
速
道
路
神

戸
線
の
倒
壊
は
、
こ
う
し
た
「
安
全
神
話
」
を

一
瞬
に
し
て
打
ち
砕
い
て
し
ま
っ
た
。

神
戸
市
東
灘
区
の
神
戸
線
倒
壊
現
場
は
、
一

本
柱
の
橋
脚
計
18
基
が
中
央
や
根
元
付
近
か
ら

折
れ
、
約
635m
に
わ
た
っ
て
高
架
が
横
倒
し
に

な
っ
た
。
こ
の
一
本
柱
橋
脚
は
、
古
い
設
計
の

ち
ょ
う
ど

1
年
前
の

1
9
9
4
年
1
月
17
日

安
全
神
話
は
な
ぜ
崩
れ
だ
か

あ
る
。

今
回
被
害
を
受
け
た
中
高
層
建
物
の
大
半
が
、

耐
震
基
準
が
厳
し
く
な
る
前
、
す
な
わ
ち
81
年

の
建
築
基
準
法
施
行
令
改
正
前
に
建
て
ら
れ
た

建
物
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
と
お
り
、
消
防
法
に
は
、
改
正
点
が

既
存
の
建
物
に
も
適
用
さ
れ
る
「
そ
及
規
定
」

が
あ
る
が
、
建
築
基
準
法
に
は
こ
の
規
定
が
な

い
。
よ
っ
て
、
法
改
正
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、

「既
存
不
適
格
」
と
い
う
扱
い
に

な
る
。
統
計
を
見
る
と
、
今
回
の
地
誤
で
壊
れ

た
中
高
層
建
物
の
80
％
が
こ
の
「
既
存
不
適
格
」

建
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
今
後
、
こ
の
7

既

存
不
適
格
」
建
物
の
改
修
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
が
、
大
き
な
課
題
と
言
え
る
の
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
補
強
工
事
の
対
象

に
な
り
な
が
ら
も
、
手
つ
か
ず
の
状
態
だ
っ
た

令
>
‘

こ
と
カ

そ
の
後
、
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

延
長
25
.
4
km
、
西
宮
市
の
名
神
高
速
道
路

西
宮
イ
ン
タ
ー
と
神
戸
市
須
磨
区
を
区
間
と
す

る
神
戸
線
の
高
架
道
路
は
、
計
971基
の
橋
脚
で

支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
鋼
鉄
製
は

102
基。

残
り
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
さ
ら
に
そ

の
う
ち
の

737
基
は
、
一
本
柱
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
高
架
橋
の
建
築

・
設
計
基
準
は
建

設
省
が
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
か

の
基
準
強
化
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
大
き
な

節
目
の

―
つ
は
、

1
9
7
1
年
の
「
道
路
橋
の

耐
震
設
計
指
針
」
で
あ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、

64
年
に
発
生
し
た
新
潟
地
震
で
、
軟
弱
地
盤
で

起
き
る
液
状
化
へ
の
対
策
が
高
架
に
も
生
か
さ

れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

続
い
て

80
年
に
は
、
高
速
道
路
が
崩
れ
た
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
の
調
査
結
果
を
も
と

に
、
さ
ら
に
耐
震
設
計
指
針
が
強
化
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
一
本
柱

の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
縦
の
鉄
筋
の
数
を
増
や

し
た
り
、
こ
の
鉄
筋
を
束
ね
る
帯
鉄
筋
の
直
径

を
「
6
m
m
以
上
」
か
ら
「
13mm
以
上
」
と
太
く

す
る
な
ど
、
構
造
上
の
粘
り
を
強
化
す
る
対
策

で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
神
戸
線
の
着
工
は

63
年
で
、

70

年
2
月
ま
で
に
全
線
が
開
通
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
指
針
の
強
化
が
行
わ
れ
る
以
前
の
古
い
設

計
甚
準
で
建
築
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、

阪
神
道
路
公
団
も
、
古
い
設
計
区
間
に
つ
い
て

は
91
年
に
か
け
て
点
検
作
業
を
実
施
し
、
補
強

工
事
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

一
本
柱
の
橋
脚
に
鋼
板
を
巻
き
付
け
る
方
法
で

あ
る
。補

強
の
対
象
は
、
神
戸
線
の

一
本
柱
737
基
の

う
ち
の

57
基
で
、

97
年
度
末
を
目
標
に
西
端
の

須
磨
区
側
か
ら
補
修
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
補
強
を
完
了
し
た
の
は
、

た
っ
た
の

5
基
の
み
で
、
倒
壊
現
場
も
含
め
大

半
が
未
着
手
で
あ
っ
た
。
阪
神
高
速
道
路
池
田

線
や
環
状
線
な
ど
の
大
阪
地
区
で
は
、
補
強
対

象
と
し
た
43
基
の
う
ち
39
基
の
工
事
を
終
え
て

い
た
が
、
神
戸
線
は
高
架
下
に
国
道
が
並
行
し

て
お
り
工
事
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ

今
回
の
地
震
は
、
都
市
構
造
物
の
耐
震
基
準

そ
の
も
の
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
結
果
と
な
っ

た
。
福
井
地
震
を
契
機
と
し
た
我
が
国
の
耐
震

思
想
が
、
今
、
根
底
か
ら
見
直
し
を
迫
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
揺
れ
は
、
想
定
し
て

い
た
関
東
大
地
震
を
超
え
て
い
た
と
は
い
え
、

数
十
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
都
市
の

構
造
物
の
耐
震
基
準
が
意
外
に
も
ろ
い
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
し
ま

っ
た
。

都
市
生
活
へ
の
新
た
な
不
安
を
取
り
除
く
の

は
、
行
政
の
大
き
な
買
任
で
あ
る
。
専
門
家
の

力
を
結
集
し
て
、
被
害
の
科
学
的
調
査
を
急
ぎ
、

調
査
の
結
果
を
一
刻
も
早
く
、
行
政
の
施
策
と

し
て
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

耐
震
基
準
の
再
検
討
を

る。
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平
成
7
年
1
月
17
日
午
前
5
時

46
分
、
「
ド
ド

ド
ド
ォ
ー
ン
」
と
い
う
地
響
き
に
続
き
、
グ
ラ

グ
ラ
と
横
揺
れ
が
10
数
秒
間
続
い
た
。
そ
こ
ら

じ
ゅ
う
で
ガ
シ
ャ
、
ガ
シ
ャ
と
も
の
の
壊
れ
る

音
が
聞
こ
え
、
突
然
照
明
が
消
え
た
。
家
族
と

別
の
部
屋
で
寝
て
い
た
私
は
、
妻
や
子
供
た
ち

が
寝
て
い
る
部
屋
へ
行
こ
う
と
し
た
が
立
ち
上

が
れ
な
い
。

「
み
ん
な
大
丈
夫
か
I
.」
と
大
声
を
上
げ
て
な

ん
と
か
這
っ
て
た
ど
り
着
い
た
。
家
族
の
声
が

聞
け
た
の
で
一
安
心
。
今
度
は
、
懐
中
電
灯
を

探
そ
う
と
す
る
が
、
本
棚
や
食
器
棚
、
タ
ン
ス

に
収
納
し
て
い
た
も
の
が
部
屋
中
に
散
乱
し
て

見
当
た
ら
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
ラ
イ
タ
ー
を
見

つ
け
火
を
つ
け
る
と
、
お
び
え
き
っ
た
子
供
た

ち
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
た
。
揺
れ
が
治
ま
っ
た

か
と
思
う
や
、
再
び
余
震
が
襲
っ
て
く
る
。
「
パ

パ
大
丈
夫
？
」
と
い
う
子
供
た
ち
の
問
い
に
、

「
パ
パ
が
付
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
L

と
応
え
た

も
の
の
、
心
中
穏
や
か
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

生
ま
れ
て
こ
の
か
た
、
こ
ん
な
に
大
き
な
地
震

に
遭
遇
し
た
経
験
が
な
い
。

「住
ん
で
い
る
建
物
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
」

い
つ
も
の
交
通
機
関
が
使
え
な
い
と
な
る
と

ヽ
~
゜

し
」

神
戸
市
消
防
局
予
防
部
予
防
課
「
雷」

編
集
部

中
T
抽
9
印
i

主
十

「
避
難
す
る
必
要
は
あ
る
の
か
？
L

さ
ま
ざ
ま
な

試
行
錯
誤
が
続
い
た
。
窓
か
ら
外
を
見
る
と
特

に
異
常
は
な
さ
そ
う
だ
。

床
に
落
ち
た
薗
き
時

計
は
6
時
を
指
し
て
い
る
。
タ
ン
ス
や
食
器
棚

な
ど
は
倒
れ
て
い
な
い
。
後
片
づ
け
は
大
変
だ

が
、
何
と
か
な
り
そ
う
だ
。
落
ち
着
い
た
と
こ

ろ
で
、
電
話
の
受
話
器
を
あ
げ
た
が
、
発
信
音

す
ら
聞
こ
え
な
い
。
し
ば
ら
く
繰
り
返
し
て
い

る
う
ち
に

「プ
ー
ン
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
て

き
た
。
早
速
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
が
、
今
度
は
呼
び

出
し
音
が
聞
こ
え
な
い
。
こ
ん
な
状
態
が
し
ば

ら
く
続
い
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
家
族
の
そ
ば
に
い
て
身

内
の
安
全
が
確
認
で
き
た
私
は
幸
せ
な
ほ
う

だ
。
地
震
発
生
直
後
か
ら
現
場
活
動
を
し
て
い

る
職
員
は
、
家
族
の
安
否
す
ら
知
ら
な
い
ま
ま

で
い
る
の
だ
か
ら
、
職
務
の
性
格
と
い
う
言
葉

で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
を
感
じ
る
。

地
下
鉄
の
駅
ま
で
行
く
と
、
構
内
で
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
流
れ
て
い
る
。
「
建
物
に
倒
壊
危
険
が
あ

る
の
で
、
直
ち
に
建
物
か
ら
避
難
し
て
く
だ
さ

わ
が
神
戸
の
街

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
が
語
る

↓

震
災
と
の
闘
い
_

_

 

次
は
タ
ク
シ
ー
だ
が
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
車

は
止
ま
っ
て
い
な
い
。
し
か
ら
ば
マ
イ
カ
ー
だ

が
…
…
。
結
局
、
家
と
駅
と
を
3
往
復
し
て
、

マ
イ
カ
ー
を
止
め
て
い
る
駐
車
場
に
行
く
と
、

車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
や
屋
根
に
黒
い
す
す
の
よ
う

な
ほ
こ
り
が
つ
い
て
い
た
。
そ
う
い
え
ば
火
災

現
場
で
嗅
ぐ
に
お
い
に
似
て
い
る
が
、
こ
の
付

近
で
火
災
ら
し
き
も
の
は
発
生
し
て
い
な
い
。

車
を
走
ら
せ
な
が
ら
考
え
た
こ
と
は
、
ど
の

道
路
を
選
択
す
る
か
で
あ
る
。
地
康
の
規
模
か

ら
す
れ
ば
、
有
料
道
路
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
一
般
道
に
し
よ
う
。

車
が
長
田
区
に
近
づ
い
た
途
端
、
周
り
の
様

相
が
一
変
し
た
。
道
路
沿
い
の
建
物
と
い
う
建

物
が
木
造
は
も
ち
ろ
ん
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
建
物
ま
で
が
座
屈
し
て
い
る
。
場
所
に
よ

っ
て
被
害
が
こ
う
も
違
う
も
の
な
の
か
。
そ
の

上
、
道
路
の
あ
ち
こ
ち
に
亀
裂
が
走
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
幹
線
道
路
に
出
た
途
端
、
自
分
の
目

を
疑
っ
た
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
が
上
下
に
う
ね
り
、
そ

こ
か
し
こ
で
陥
没
し
て
い
る
。

こ
れ
が
神
戸
の

街
な
の
か
、
ま
る
で
悪
夢
の
中
を
通
り
過
ぎ
て

い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
い
る
か
の
よ
う

さ
ら
に
車
を
進
め
る
と
、
確
か
こ
こ
に
は
あ

の
建
物
が
…
…
と
い

っ
た
光
景
が
続
く
。
そ
し

て
最
後
に
、
市
役
所
に
到
着
し
て
「
ア
ッ
I
.
」

と
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
か
っ
た
。
こ
と
も

あ
ろ
う
に
、
市
役
所
2
号
館
の
6
階
部
分
が
座

屈
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
消
防
局
は
ど
う
な
っ

、こ。t
 

3
号
館
の

3
階
に
上
が
り
部
屋
の
中
に
入
る

と
、
本
棚
は
倒
れ
、
整
然
と
並
ん
で
い
た
机
が

い
」
。
自
分
の
家
の
中
も
ひ
ど
か
っ
た
が
、
こ
こ

は
そ
れ
以
上
だ
。

そ
の
後
、
三
々
五
々
参
集
し
て
き
た
同
僚
と

事
務
所
の
片
づ
け
に
追
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ

へ
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
ヘ
リ
か
ら
の
災
害
情

報
収
集
の
話
だ
。

早
速
、
カ
メ
ラ
2
台
に
フ
ィ
ル
ム
を
装
埴
し

て
、
ヘ
リ
が
待
つ
兵
庫
県
消
防
学
校
（
神
戸
市

北
区
）
に
向
か
っ
た
。
消
防
学
校
に
到
着
す
る

と
、
各
都
市
か
ら
応
援
に
来
て
く
れ
た
ヘ
リ
が

待
機
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
名
古
屋
市
消
防

局
の
ヘ
リ
に
乗
り
込
み
、
災
害
現
場
の
上
空
で

記
録
写
真
を
撮
り
続
け
た
。
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
を

通
す
と
実
際
よ
り
も
和
ら
い
で
伝
わ
る
と
い
わ

れ
る
が
、
そ
の
分
を
差
し
引
い
て
も
「
こ
の
災

害
現
場
は
淡
ま
じ
い
」
の
一
言
に
尽
き
る
。
檬
々

と
黒
煙
を
上
げ
て
燃
え
盛
る
街
区
や
、
燃
え
る

も
の
が
な
く
な
っ
て
も
青
白
い
煙
を
上
げ
る
街

区
、
火
災
と
い
う
言
葉
で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
。

戦
争
は
知
ら
な
い
が
、
映
画
で
見
る
戦
災
に
近

い
も
の
を
感
じ
た
。

そ
の
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
追
わ
れ
、

本
来
の
担
当
で
あ
る
広
報
誌
の
発
行
は
無
理
か

の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

「r
雪
』
2
月
号
は
苦
労

し
て
で
も
作
れ
」
と
い
う
予
防
課
長
の
言
葉
を

き
っ
か
け
に
、
意
欲
的
に
写
真
を
撮
り
ま
く
っ

た
が
、
現
場
活
動
の
写
真
は
ほ
と
ん
ど
撮
れ
な

グ
シ
ャ
グ
シ
ャ

に
な
っ
て
い
る
。
「
こ
れ
は
ひ
ど

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
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こ。t
 

き
た
。

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ど
う
に
か
こ
う
に
か
発
行

ま
で
こ
ぎ
つ
け
、
今
は
特
集
号
の
編
集
に
頭
を

そ
ん
な
中
で
、
災
害
現
場
で
汗
ま
み
れ
に
な

っ
て
風
呂
に
も
入
れ
ず
、
た
だ
黙
々
と
活
動
す

る
隊
員
の
活
動
が
、
そ
し
て
家
族
の
安
否
を
気

づ
か
い
な
が
ら
も
、
職
務
に
専
念
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
消
防
職
員
の
こ
と
が
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
の
報
道
に
表
れ
な
い
苛
立
た
し
さ
を
な
ん
と

か
し
た
い
と
思
う
。

2
月
号
の
割
り
付
け
の
た
め
の
写
真
を
見
て

「神
戸
の
街
の
復
興
は
：
・
…
し

「被
災
し
た

方
々
の
復
帰
は
…
…
」
防
災
を
担
当
す
る
者
の

一
人
と
し
て
、
ま
た
広
報
誌
を
担
当
す
る
者
と

し
て
、
二
度
と
神
戸
で
、
い
や
日
本
で
こ
ん
な

惨
事
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

最
後
に
、
被
災
地
の
消
防
本
部
の
一
人
と
し

て
、
京
都
市
消
防
局
を
は
じ
め
と
し
て
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
消
防
本
部
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し

人
I
島
で
の
被
災
体
験

「
ズ
ズ
ー
ン
、

痛
め
て
い
る
。

神
戸
市
消
防
局
生
田
消
防
署
主
査

汎
バ
叩

m
碑
面

今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
恐
怖
を
感
じ

た
。
神
戸
の
人
工
島
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

あ
る
高
層
住
宅
の
13
階
の
自
宅
で
地
震
に
遭
遇

し
た
。

ド
ー
ン
」
と
い
う
、
地
稗
き
の

よ
う
な
轟
音
で
目
が
覚
め
た
。

一
瞬
宙
に
浮
い

た
よ
う
な
感
覚
の
後
、
激
し
い
揺
れ
が
製
っ
て

二
段
ベ
ッ
ド
の
上
段
で
寝
て
い
た
私
は
、
す

ぐ
起
き
上
が
ろ
う
と
し
た
が
、
あ
ま
り
の
揺
れ

の
激
し
さ
に
上
体
を
起
こ
す
こ
と
さ
え
で
き

ず
、
あ
然
と
揺
れ
に
身
を
任
せ
る
し
か
な
か
っ

「
地
擬
だ
L

と

一
瞬
思
っ
た
。
し
か
し
、
今
発

生
し
て
い
る
現
象
は
、
私
が
持
っ
て
い
る
地
哀

の
概
念
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
私
に
と
っ

て
地
震
は
、
住
居
や
勤
務
先
で
今
ま
で
に
何
回

か
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
「
あ
っ
揺
れ
て
る
な
」

と
い
う
程
度
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
轟
音

の
後
で
も
あ
り

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
戦
争
で
も

起
こ
っ
た
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
り
も
し
た
。

ま
た
、
あ
ま
り
の
揺
れ
の
激
し
さ
に
、
住
宅
が

倒
壊
し
、
こ
の
ま
ま
死
ぬ
の
か
な
と
い
う
思
い

が
脳
裏
を
か
す
め
た
。

こ
の
間
、
隣
の
居
間
で
は
バ
タ
ー
ン
、
ド
タ

ー
ン
と
タ
ン
ス
や
棚
が
倒
れ
、
ガ
チ
ャ
ー
ン
と

ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
音
が
す
る
。
私
が
寝
て
い
た

2
段
ベ
ッ
ド
の
下
段
に
は
、
だ
れ
も
哀
て
い
な

か
っ
た
。
2
段
ベ
ッ
ド
の
隣
の
ベ
ッ
ド
に
妻
と
、

4
歳
と
3
歳
に
な
る
娘
が
い
っ
し
ょ
に
寝
て
い

ま
す
。

い
る
と
、
写
真
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
現
場
が
頭

を
よ
ぎ
る
。

だ
よ
」
と
言
っ
て
、

た
が
、
地
震
発
生
直
後
、

4
歳
の
娘
が

「
や
め

て
よ
」
と
叫
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
妻
は
「
地
震

2
人
の
娘
と
ふ
と
ん
を
か

ベ
ッ
ド
の
棚
に
積
ん
で
お

ぶ
っ
た
そ
の
直
後
、

い
た
絵
本
が
数
冊
落
ち
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。

揺
れ
が
お
さ
ま
り
、
ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
、
妻

と
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
「
ご
っ
つ
い
地
震
や
っ
た

な
ー
」
そ
れ
以
外
に
言
葉
が
見
あ
た
ら
な
か
っ

た
。
家
族
4
人
に
け
が
が
な
く
、
ほ
っ
と
し
た
。

寝
室
の
隣
の
居
間
は
、
タ
ン
ス
や
棚
、
姿
見
、

さ
ら
に
台
所
か
ら
冷
蔵
庫
が
倒
れ
込
み
、
倒
壊

物
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
足
の
踏
み
場
が
な
い
。

そ
の
う
え
、
金
魚
を
飼
っ
て
い
た
幅
約
60cm
の

水
槽
が
倒
れ
、
部
屋
中
が
水
び
た
し
で
あ
っ
た
。

真
っ
暗
な
中
で
、
金
魚
が
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
と
跳

ね
て
い
た
。

既
に
停
電
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
時
に

ま
ず
必
要
な
の
は
懐
中
電
灯
と
携
帯
ラ
ジ
オ
で

あ
る
。
し
か
し
、
懐
中
電
灯
は

一
応
買
っ
て
は

い
た
が
非
常
時
に
使
用
し
た
こ
と
は
な
く
、
今

で
は
子
ど
も
の
遊
び
道
具
に
な
っ
て
い
た
。
暗

が
り
の
中
で
懐
中
電
灯
を
探
す
よ
う
で
は
笑
い

話
に
も
な
ら
な
い
。
ま
た
、
大
型
の
ラ
ジ
オ
も

あ
っ
た
が
電
池
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
暗
闇

の
中
、
倒
れ
た
冷
蔵
庫
や
棚
を
乗
り
越
え
、
ガ

ラ
ス
の
破
片
に
気
を
つ
け
な
が
ら
移
動
し
、
電

話
の
受
話
器
を
握
る
と
通
話
音
が
し
た
の
で
、

勤
務
先
に
電
話
を
し
た
が
話
中
で
あ
っ
た
。
と

に
か
く
情
報
を
と
思
い
、
自
動
車
の
ラ
ジ
オ
で

情
報
を
得
る
こ
と
に
し
た
。
玄
関
の
ほ
う
へ
行

く
と
、
靴
箱
が
倒
れ
て
い
た
。
手
さ
ぐ
り
で
足

に
合
う
靴
を
履
き
、
外
に
出
た
。
林
立
す
る
高

層
住
宅
は
、
各
棟
と
も
非
常
灯
だ
け
が
点
灯
し

て
お
り
、
住
民
の
ざ
わ
め
く
声
が
聞
こ
え
て
く

る
。
階
段
を
1
階
ま
で
か
け
降
り
、
ま
ず
住
ん

で
い
る
住
宅
が
傾
い
て
い
な
い
か
を
見
た
が
、

大
丈
夫
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
だ
暗
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
以
上
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
駐

車
場
ま
で
行
き
、
車
の
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
と
、

地
震
の
臨
時
ニ
ュ

ー
ス
を
放
送
し
て
お
り
、
神

戸
が
展
度
6
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
北
の
空

を
見
る
と
、
火
災
と
思
わ
れ
る
煙
が
、
数
力
所

で
認
め
ら
れ
た
。

自
宅
に
戻
り
、
す
ぐ
に
服
を
着
替
え
、
約
5

km
離
れ
た
勤
務
先
へ
向
か
う
。
妻
は
「
自
動
車

は
危
険
で
あ
る
の
で
自
転
車
で
行
っ
た
ほ
う
が

い
い
L

と
言
っ
た
が
、
1
秒
で
も
早
く
出
勤
し

た
い
思
い
で
、
自
動
車
で
向
か
っ
た
の
が
間
違

い
で
あ
っ
た
。
住
宅
の
あ
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
の
中
央
部
か
ら
、
外
周
道
路
へ
出
る
と
一
面

が
水
浸
し
に
な
っ
て
い
た
。
神
戸
市
本
土
と
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
神
戸
大
橋
の
ほ
う
へ

車
を
走
ら
せ
る
と
、
橋
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
水

浸
し
は
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。
前
方
で
10
数
台

の
車
が
立
ち
往
生
し
て
い
る
。
水
浸
し
の
ひ
ど

さ
に
駕
き
な
が
ら
自
宅
へ
引
き
返
し
、
自
転
車

に
乗
り
換
え
職
場
へ
向
か
っ
た
。
自
転
車
で
水

浸
し
の
道
路
に
入
り
、
初
め
て
道
路
が
ド
ロ
ド

ロ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
人
工

島
の
軟
弱
な
地
盤
が
地
震
に
よ
り
地
中
の
水
と

と
も
に
地
表
に
噴
き
出
し
、
液
状
化
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
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部
分
ま
で
水
没
し
て
い
た
。
橋
を
渡
り
、
突
堤

付
近
の
道
路
に
出
る
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
地

割
れ
が
発
生
し
て
い
た
。
国
道
2
号
線
を
西
に

走
っ
て
い
く
と
、
阪
神
高
速
道
路
の
橋
脚
が
破

損
し
、
内
側
の
鉄
筋
が
飛
び
出
し
て
い
る
の
が

見
え
た
。
歩
道
も
あ
ち
こ
ち
で
壊
れ
て
お
り
、

途
中
自
転
車
を
押
し
て
行
く
と
、
高
速
道
路
の

橋
げ
た
が
下
の
歩
道
橋
に
落
下
し
て
い
た
。

勤
務
先
の
消
防
出
張
所
に
着
い
た
の
は
、
7

時
前
で
あ
っ
た
と
思
う
。
出
張
所
に
着
く
と
、

ポ
ン
プ
小
隊
と
救
急
隊
は
、
付
近
の
生
き
埋
め

現
場
へ
出
動
し
て
い
た
。
残
っ
た
特
殊
車
隊
と

駆
け
付
け
た
者
で
ポ
ン
プ
小
隊
を
編
成
し
、
火

災
に
備
え
な
が
ら
情
報
収
集
に
当
た
っ
て
い
た

が
、
近
く
の
木
造
住
宅
密
集
地
で

「家
屋
倒
壊

に
よ
る
生
き
埋
め
多
数
あ
り
」
の
駆
け
込
み
通

報
が
あ
り
、
連
絡
員
l
名
を
残
し
現
場
へ
向
か

1
週
間
後
に
初
め
て
一
時
帰
宅
許
可
が
出

て
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
戻
っ
た
が
、
そ
こ

は
荒
涼
の
地
と
な
っ
て
い
た
。
躍
進
す
る
神
戸

の
象
徴
と
宣
伝
さ
れ
た
面
影
は
ど
こ
に
も
な
か

っ
た
。
新
交
通
モ
ノ
レ
ー
ル
の
車
両
は
線
路
上

に
立
ち
往
生
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
道
路
は

一
面

こ。t
 

つ の
た
も
と
で
タ
ク
シ
ー
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の

ド
ロ
ド
ロ
の
中
を
自
転
車
を
か
つ
い
で
歩
き

な
が
ら
、

7
、
8
年
前
に
、

N
H
K
の
伊
藤
和

明
氏
が
神
戸
で
の
講
演
で

「神
戸
で
大
地
震
が

あ
れ
ば
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
液
状
化
で
メ
チ

ャ
メ
チ
ャ
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
た
。
神
戸
大
橋
ま
で
た
ど
り
着
く
と
、
橋

茶
色
の
砂
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
災
害
復
旧
の
ト

ラ
ッ
ク
が
走
る
た
び
に
、
砂
塵
が
舞
い
上
が
っ

て
い
る
。
世
界
有
数
の
コ
ン
テ
ナ
基
地
を
誇
る

港
湾
施
設
は
ず
た
ず
た
に
破
壊
さ
れ
、
波
に
洗

わ
れ
て
い
た
。
わ
が
住
宅
の
ほ
う
に
向
か
う
と
、

給
水
車
の
前
に
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
た
。
地

康
発
生
か
ら
20
日
た
っ
た
今
で
も
、
ガ
ス
、
水

道
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
ガ
ス
に
つ

い
て
は
復
旧
が
い
つ
に
な
る
の
か
さ
え
も
分
か

ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

地
震
で
約
5
5
0
0
人
の
死
者
、

3
6
0
0

0
人
の
負
傷
者
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幸

い
わ
が
一
家
4
人
は
無
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

住
宅
が
倒
壊
し
な
か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
寝
室
に
タ
ン
ス
そ
の
他
の
倒
壊
物
を

置
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
ま
ず
大
き
い
。
寝

室
以
外
で
被
災
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
タ
ン

ス
、
棚
等
は
、
強
固
に
固
定
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
背
の
高
い
も
の
は
避
け
た
ほ
う
が
賢
明
で

あ
ろ
う
。

―
市
民
と
し
て
の
被
災
体
験
を
」
と
の
依
頼
に

よ
り
、
地
震
発
生
か
ら
の
体
験
を
思
い
出
す
ま

ま
に
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
消
防
人

と
し
て
現
在
の
心
情
を
吐
露
す
る
こ
と
を
、
お

許
し
願
い
た
い
。

消
防
出
張
所
の
責
任
者
と
し
て
部
下
を
指
揮

し
、
ま
た
部
下
も
い
つ
も
の

2
倍
3
倍
の
力
を

出
し
、
ま
さ
に
コ
ン
バ
ッ
ト
・
ハ
イ
の
状
態
で

働
い
て
く
れ
た
。
私
も
数
人
の
生
き
埋
め
に
な

っ
た
要
救
助
者
を
助
け
出
し
た
。
持
て
る
力
を

J

の
拙
稿
は
、
「ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
住
む

出
し
切
っ
た
と
い
う
思
い
は
あ
る
。
し
か
し
、

神
戸
市
長
田
区
、
兵
庫
区
の

一
面
焼
け
野
原
と

な
っ
た
火
災
現
場
、
こ
こ
で
生
き
埋
め
に
な
り
、

救
出
を
待
ち
な
が
ら
多
く
の
人
が
焼
死
し
た
こ

と
を
思
う
と
、
消
防
組
織
の
一
員
と
し
て
名
状

1
月
1
7
日
朝
の
地
震
発
生
に
よ
り
布
団
よ
り

飛
び
起
き
、

N
H
K
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
。
子
供
が
「
京
都
は
震
度
5
や
、
お
父
さ
ん

航
空
隊
に
い
か
な
あ
か
ん
で
」
と
大
声
で
言
っ

て
い
る
。

航
空
隊
で
は
非
常
招
集
に
よ
り
、
す
で
に
飛

行
点
検
の
作
業
が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

す
ぐ
に
京
都
市
内
の
被
害
状
況
偵
察
が
下
命
さ

れ
、
阪
神

・
淡
路
大
展
災
の
飛
行
活
動
が
始
ま

こ。
キー
っ

京
都
市
内
に
つ
い
て
は
、
上
空
か
ら
見
る
限

り
穏
や
か
な
冬
の
朝
で
薄
雲
が
た
な
び
き
、
何

ら
異
状
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
偵

察
途
中
、
震
度
3
の
余
震
が
発
生
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行
は
何
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
安
定
し
て
い
た
。
内
心
、

t

『
如
度
5
で
も
た
い
し
た
こ
と
な
い
。
京
都
は
大

丈
夫
な
の
や
」
と
思
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
京
都
市
内
の
様
子
と
は
裏
腹
に
、
神

戸
方
面
の
空
に
は
黒
煙
が
上
昇
し
て
い
る
の
が

認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
地
上
か
ら
神
戸
へ
救

喜
防
部
消
防
救
誓

堀
田
潤

空
か
ら
の
支
援
活
動

尼
崎
、
西
宮
、
芦
屋
と
飛
行
す
る
う
ち
に

さ
れ
る
。

し
が
た
い
虚
無
感
に
襲
わ
れ
て
し
ま
う
。

消
防
人
と
し
て
未
曾
有
の
経
験
を
し
た
私
た

ち
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
神
戸
を
日
本

一
の
安

全
都
市
に
つ
く
り
か
え
て
い
く
こ
と
し
か
な
い

と
思
う
の
で
あ
る
。

助
隊
を
送
り
込
む
べ
く
、
道
路
の
状
況
把
握
の

た
め
国
道
印
号
、
名
神
高
速
道
路
の
偵
察
を
行

っ
た
。名

神
高
速
道
路
に
は
車
は

1
台
も
通
行
し
て

い
な
い
が
、

国
道
は
通
常
ど
お
り
だ
っ
た
。
た

だ
、
茨
木
市
付
近
か
ら
神
戸
方
面
行
き
の
車
線

は
、
大
渋
滞
に
な
っ
て
い
て
、
地
上
か
ら
消
防

隊
を
送
り
込
む
と
す
れ
ば
、
何
時
間
か
か
る
か

想
像
も
つ
か
な
い
。
千
里
か
ら
大
阪
空
港
の
管

制
圏
に
入
る
べ
く
許
可
を
も
ら
お
う
と
交
信
す

る
が
、
空
港
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
、
追
い
討
ち

を
か
け
る
よ
う
に
、
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
局
、
警

察
関
係
の
ヘ
リ
が
交
信
し
、

15
分
ぐ
ら
い
待
た

千
里
か
ら
も
神
戸
市
で
火
災
が
発
生
し
て
い

る
の
が
、
黒
煙
の
上
昇
で
は
っ
き
り
と
わ
か
っ

た
。
そ
れ
も
1
カ
所
や
2
カ
所
で
は
な
く
、

10

カ
所
ぐ
ら
い
で
、
更
に

1
カ
所
の
燃
焼
規
模
が

経
験
し
た
こ
と
も
な
い
程
の
大
き
な
面
積
で
あ

る。
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高
速
道
路
の
倒
壊
、
鉄
道
線
路
の
寸
断
、
家
屋

の
倒
壊
や
火
災
と
、
地
罠
災
害
の
全
貌
が
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
だ
、
い
つ
も

と
違
う
の
が
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
の
場
合
、

地
上
の
消
防
隊
の
無
線
通
信
が
飛
び
交
う
の
が

通
例
な
の
が
、
全
国
波
に
し
ろ
、
府
県
波
に
し

ろ
、
全
く
交
信
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
阪
空
港
の

管
制
官
の
ヘ
リ
の
注
意
を
促
す
航
空
無
線
の
み

が
レ
シ
ー
バ
ー
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

自
分
の
機
体
の
下
に
は
、
黒
煙
の
火
災
現
場

が
あ
り
、
消
防
隊
の
姿
も
見
え
ず
、
燃
え
る
に

任
す
災
害
現
場
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

こ
の
日
の
午
後
か
ら
、
人
員
空
輸
と
物
資
空

輸
が
始
ま
っ
た
。
翌
日
に
は
各
消
防
、
防
災
航

空
隊
の
ヘ
リ
も
全
国
か
ら
続
々
と
集
ま
っ
て
き

た
。
神
戸
市
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
さ
な
が
ら

ヘ
リ
の
展
示
場
の
よ
う
で
あ
る
。
北
は
札
幌
、

南
は
北
九
州
ま
で
、
機
種
も
ド
ー
フ
ァ
ン
、

B

KIii
、
大
型
の
ス
ー
パ
ー
ピ
ュ

ー
マ
ま
で
様
々

で
あ
る
。
更
に
海
上
保
安
庁
、
民
間
航
空
会
社

の
無
料
の
ヘ
リ
提
供
と
、
多
数
の
機
体
が
飛
行

す
る
。各

航
空
隊
ご
と
に
役
割
を
定
め
、
救
急
担
当
、

物
資
担
当
を
交
互
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
常

に
、
ど
こ
か
の
航
空
隊
3
隊
が
飛
行
し
て
い
る

編
成
で
あ
る
。
報
道
の
ヘ
リ
が
こ
こ
に
割
り
込

む
か
た
ち
と
な
り
、
右
1
機
、
左
2
機
、
下
ー

機
と
、
見
張
り
の
徹
底
を
乗
組
員
全
員
で
行
わ

な
い
と
、
ヘ
リ
の
空
中
衝
突
を
起
こ
す
危
険
性

が
あ
っ
た
。

考
え
て
い
る
。

我
々
も
京
都
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
の
消

防
、
救
助
、
救
急
隊
員
の
人
員
空
輸
を
は
じ
め
、

神
戸
市
の
物
資
、
救
急
患
者
搬
送
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
地
上
で
は
、
も
の
の

2
km
の
距
離

が
3
時
間
以
上
か
か
る
ら
し
く
、
ヘ
リ
で
の
搬

送
が
た
い
へ
ん
役
に
立
つ
。
京
都
で
言
え
ば
、

二
条
城
の
前
か
ら
平
安
神
宮
前
の
グ
ラ
ン
ド
ま

で
の
距
離
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

物
資
空
輸
で
着
陸
す
れ
ば
、
直
ち
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
30
名
が
ヘ
リ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
列

を
作
り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
手
渡
し
で
次
々
と

運
ん
で
く
れ
る
。
そ
れ
も
、
次
か
ら
次
と
ヘ
リ

が
着
陸
す
る
た
び
に
で
あ
る
。

小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
も
避
難
場
所
と
な
り
、

テ
ン
ト
や
車
が
多
数
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
昨

日
着
陸
で
き
た
の
が
、
今
日
は
も
う
着
陸
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
り
し
た
。

狭
い
ひ
び
割
れ
た
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の

救
急
搬
送
。
航
空
局
、
空
港
事
務
所
の
基
準
も

何
も
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
今
、
こ
こ
で
着
陸

し
て
、
救
急
車
か
ら
の
患
者
を
大
阪
、
姫
路
の

病
院
に
空
輸
す
る
こ
と
が
、
第
一
の
や
る
べ
き

任
務
な
の
だ
。
人
命
救
助
は
消
防
の
任
務
で
あ

り
、
震
災
だ
か
ら
こ
そ
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
搬

送
で
あ
る
。

今
回
の
震
災
に
お
い
て
は
、
陸
上
の
消
防
活

動
以
上
に
航
空
消
防
の
重
要
性
が
と
り
ざ
た
さ

れ
た
。
今
後
は
、
今
回
の
活
動
の
経
験
を
も
と

に
、
よ
り
高
度
な
技
術
を
身
に
つ
け
、
京
都
市

の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
防
災
に
尽
力
し
た
い
と

瓦
礫
の
中
で
の
救
助
活
動

地
霞
発
生
当
日
、
京
都
市
消
防
局
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
救
助
資
器
材
を
積
込
み
、
出
発
し
た
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
離
陸
し
て
約
10
分
、
大
阪
市

の
上
空
で
神
戸
方
面
が
黒
煙
に
覆
わ
れ
、
大
阪

上
空
ま
で
そ
の
煙
が
漂
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
。
更
に
、
六
甲
山
を
越
え
て
神
戸
市
の
上
空

に
入
る
と
、
市
内
の
至
る
所
で
火
の
手
が
上
が

り
、
黒
煙
が
巨
大
な
入
道
雲
の
よ
う
に
神
戸
の

市
街
地
を
包
み
込
ん
で
い
た
。

神
戸
市
北
区
に
あ
る
兵
庫
県
消
防
学
校
に
着

陸
後
、
大
渋
滞
の
車
を
か
き
分
け
な
が
ら
長
田

消
防
署
を
経
由
し
て
、
や
っ
と
の
こ
と
で
神
戸

市
立
西
市
民
病
院
に
到
着
し
た
。
こ
の
病
院
の

倒
壊
状
況
は
、
旧
館
の
5
階
の
病
棟
中
央
部
付

近
か
ら
西
側
が
完
全
に
上
階
に
押
し
潰
さ
れ
た

状
態
で
、
あ
ま
り
の
惨
状
に
愕
然
と
な
っ
た
。

病
院
内
で
は
神
戸
市
消
防
局
の
救
助
隊
と
兵

庫
県
舒
察
機
動
隊
に
よ
り
、
す
で
に
救
助
活
動

が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
未
だ
10
数
名

の
入
院
患
者
の
方
々
が
救
助
を
求
め
て
い
た
。

我
々
が
担
当
し
た
東
側
は
進
入
ル
ー
ト
が
狭

く
、
ほ
ふ
く
前
進
し
て
よ
う
や
く
通
れ
る
程
度

の
隙
間
し
か
な
か
っ
た
。
我
々
の
活
動
内
容
は
、

こ
の
隙
間
を
3
0
m
進
み
、
さ
ら
に
壁
体
を
破
壊

し
て
病
室
に
進
入
し
、
要
救
助
者
を
救
出
す
る

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
大
型
の
救
助
資
器
材
を

搬
入
で
き
な
い
の
で
、
油
圧
式
カ
ッ
タ
ー
、
フ

ッ
ト
ポ
ン
プ
、
鉄
線
鋏
な
ど
を
携
行
し
て
病
室

間
の
壁
を
破
壊
し
、
ベ
ッ
ド
の
鉄
製
パ
イ
プ
や
、

落
下
し
て
い
る
吊
り
天
井
の
金
属
部
分
を
切
断

し
、
更
に
石
脅
ボ
ー
ド
を
剥
が
し
て
少
し
ず
つ

つ
で
は
あ
る
が
、
着
実
に
前
進
し
て
い
っ
た
。

狭
く
、
瓦
礫
の
中
で
の
活
動
で
は
、
約
30
分
ご

と
に
発
生
す
る
余
震
が
我
々
を
震
え
上
が
ら

せ
、
思
わ
ず
活
動
の
手
を
止
め
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
我
々
の
使
命
感
を
駆
り
立

て
た
の
は
、
暗
く
狭
い
瓦
礫
の
中
で
数
時
間
も

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
入
院
患
者
さ
ん
た
ち
の

声
で
、
壁
越
し
に
小
さ
く
と
も
確
実
に
聞
こ
え

て
く
る
。

「
み
ん
な
生
き
て
る
で
、
ベ
ッ
ド
の
隙

問
に
落
ち
て
動
け
へ
ん
の
や
」
と
い
う
そ
の
声

に
対
し
、

「頑
張
り
や
、
す
ぐ
に
助
け
て
あ
げ
る

さ
か
い
」
と
、
励
ま
し
つ
つ
前
進
を
続
け
た
。

そ
の
結
果
、

2
病
室
か
ら
生
存
者
6
名
を
、

さ
ら
に
桑
名
市
消
防
本
部
救
助
隊
と
共
同
で
2

名
を
、
計
8
名
の
生
存
者
を
兵
庫
県
警
察
機
動

隊
の
協
力
も
得
て
、
救
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

暗
く
狭
く
、
し
か
も
粉
塵
に
ま
み
れ
た
瓦
礫

の
中
で
、
連
続
5
時
間
に
及
ぶ
救
助
活
動
で
あ

っ
た
が
、
救
出
し
た
患
者
さ
ん
や
病
院
関
係
者

か
ら
の
温
か
い
感
謝
の
言
葉
を
胸
に
現
場
を
離

れ
た
。

伏
見
消
防
署
醗
醐
消
防
分
署

率
I
臨
函
等
叙
5
5
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い
か
な
い
。

上
下
線
と
も
身
動
き
の
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ

た。

下
京
消
誓

塚

本

勉

1
月
1
7
日
朝
、神
戸
に
応
援
出
動
す
る
た
め
、

各
署
か
ら
派
遣
さ
れ
る
小
隊
が
南
消
防
署
に
集

結
し
、
京
都
消
防
の
部
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
神

戸
ま
で
の
道
程
で
は
、
私
の
隊
が
先
導
を
務
め

る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
そ
の
資
任
の
大
き
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。

各
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
名
神
高
速

道
路
を
一
路
神
戸
へ
と
向
か
っ
た
。
途
中
、
吹

田
I
C
で
は
料
金
所
が
全
壊
し
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
は
道
路
状
況
も
悪
く
な
り
、
所
々
で
亀
裂

が
生
じ
、
段
差
が
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

尼
崎
I
C
で
通
行
止
と
な
っ
た
た
め
、
名
神

高
速
道
路
を
降
り
て
国
道
2
号
線
へ
出
た
。
し

か
し
、
そ
こ
に
は
多
く
の
車
が
溢
れ
て
お
り
、

「
一
刻
も
早
く
神
戸
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
。
サ
イ
レ
ン
と
マ
イ
ク
を
フ
ル
に
使
い
、

西
へ
と
進
も
う
と
す
る
が
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
。
私
は
下
車
し
て
、
前
の
1
台
1
台
に
移
動

し
て
も
ら
う
が
、
大
型
車
両
が
多
く
、
う
ま
く

ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
っ
た
だ
ろ
う
。

よ
う
や
く
国
道
43
号
線
に
出
る
。

43
号
線
は
道

幅
が
広
く
走
り
や
す
か
っ
た
が
、
道
路
に
は
至

る
と
こ
ろ
に
亀
裂
が
生
じ
て
お
り
、
ガ
ス
臭
も

し
て
き
た
。
途
中
、
か
な
り
大
き
な
段
差
に
行

く
手
を
遮
ら
れ
た
が
、
付
近
の
住
民
が
角
材
等

を
利
用
し
て
消
防
車
両
の
進
行
を
助
け
て
く
れ

こ。t
 し

ば
ら
く
進
む
と
、
阪
神
高
速
道
路
の
倒
壊

現
場
に
差
し
掛
か
っ
た
。
我
と
我
が
目
を
疑
う
。

言
葉
が
出
な
い
。
「
冷
静
に
な
れ
L

と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
る
。
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
白
バ
イ

隊
負
に
先
芍
を
依
頼
し
、
更
に
状
態
の
悪
く
な

っ
た
道
路
を
進
む
。

進
む
に
つ
れ
倒
壊
家
屋
が
多
く
な
り
、
所
々

で
黒
煙
が
見
ら
れ
た
。
神
戸
市
に
入
る
が
、
そ

こ
は
私
が
知
っ
て
い
る
神
戸
と
は
様
子
が
違
っ

て
い
た
。
ビ
ル
が
倒
れ
、
家
屋
が
泊
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

車
は
溢
れ
、
な
ん
ら
交
通
規
制
は
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

午
後
2
時
30
分
、
神
戸
市
役
所
に
到
着
。
市

役
所
2
号
館
の

一
部
が
押
し
潰
さ
れ
て
お
り
、

職
員
が

「あ
の
中
に
何
人
か
の
職
員
が
い
る
の

は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
：．
」
と
無
念
そ
う

な
表
情
を
見
せ
る
。
「
私
た
ち
が
：．
」
と
言
お
う

と
し
た
そ
の
前
に
、
「
京
都
消
防
さ
ん
は
長
田
区

の
現
場
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
心

を
残
し
な
が
ら
も
長
田
区
の
現
場
へ
と
向
か
っ

こ。t
 

昼
夜
に
及
ぶ
消
火
活
動

長
田
区
方
面
の
空
は
薄
暗
く
、
大
量
の
黒
煙

が
風
に
流
さ
れ
、
視
界
全
部
が
煤
け
て
い
た
。

午
後
2
時
55
分
、
長
田
消
防
署
に
到
着
。
署

の
横
を
流
れ
る
川
の
対
岸
は
、
黒
煙
を
も
う
も

う
と
吹
き
上
げ
炎
上
し
て
い
る
。
早
速
、
各
隊

の
活
動
内
容
を
聞
き
、
京
都
消
防
の
活
動
を
検

討
す
る
。
海
水
を
水
源
と
し
、
ど
こ
の
隊
も
活

動
し
て
い
な
い
場
所
で
活
動
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
直
ち
に
現
場
に
出
動
し
た
。

午
後
3
時
30
分
、
長
田
港
に
到
着
。
地
元
の

漁
師
さ
ん
の
協
力
を
得
て
水
源
を
確
保
、
ホ
ー

ス
延
長
を
開
始
し
た
。

各
隊
の
ホ
ー
ス
間
隔
を
均
等
に
す
る
た
め
、

間
隔
は
20
本
と
決
め
る
。
こ
の
た
め
通
常
の
中

継
体
形
と
は
逆
の
や
り
方
で
、
先
に
ホ
ー
ス
を

延
長
し
、
消
防
車
を
後
か
ら
配
備
す
る
方
法
を

取
っ
た
。

火
災
の
最
前
線
は
、
被
災
者
の
避
難
場
所
で

あ
る
小
学
校
ま
で
約
3
0
m
と
迫
っ
て
い
た
。
早

＜
防
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
継
体
形
完

了
後
、
す
ぐ
ぶ
放
水
始
め
」
の
無
線
を
発
信
す

る
。
し
か
し
、
距
離
が
長
い
た
め
、
な
か
な
か

水
が
来
な
い
。
や
っ
と
水
が
来
て
も
、
圧
力
が

上
が
ら
ず
、
思
う
よ
う
に
放
水
屈
が
得
ら
れ
な

い
。
複
道
2
線
に
よ
る
中
継
体
形
を
確
保
す
る

た
め
、
地
元
消
防
団
の
協
力
を
得
て
、
再
度
ホ

ー
ス
を
延
長
す
る
。

道
路
を
挟
ん
で
両
側
が
燃
え
て
い
る
中
で
の

防
御
活
動
の
た
め
、
炎
上
し
て
い
る
家
屋
が
隊

員
の
目
の
前
に
崩
れ
て
き
た
り
、
突
然
背
面
の

建
物
が
炎
上
し
た
り
と
、
非
常
に
危
険
な
活
動

で
あ
っ
た
が
、
全
員
で
協
力
し
、
防
御
線
を
死

守
し
た
。

約
4
時
間
の
放
水
に
よ
り
、
火
勢
は
よ
う
や

く
下
火
と
な
り
、
午
後
8
時
に
は
第
2
現
場
へ

と
転
戦
し
た
。

他
の
消
防
本
部
と
の
無
線
周
波
数
や
使
用
ホ

ー
ス
の
違
い
等
、
活
動
に
は
様
々
な
障
害
が
あ

っ
た
が
、
他
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。

幹

線
道
路
に
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
い
る
た
め
、
一

般
車
両
が
ホ
ー
ス
を
引
っ
掛
け
、
そ
の
た
び
に

放
水
を
中
断
し
、
ホ
ー
ス
を
交
換
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
業
を
何
回

繰
り
返
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

明
朝
、
ま
だ
活
動
を
続
け
て
い
た
私
た
ち
に
、

「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
L

と
言
っ
て
、
被
災
者
の
方

た
ち
が
お
に
ぎ
り
を
配
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
「
こ

の
人
た
ち
の
た
め
に
も
頑
張
ら
ね
ば
…
」
と
、

胸
に
込
み
上
げ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

18
日
午
前
11
時
、
交
替
の
消
防
隊
が
到
着
。

申
し
送
り
を
完
了
し
、
現
場
を
離
れ
た
。
そ
し

て
、
京
都
に
僻
署
し
た
と
き
、
署
長
以
下
全
署

員
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ

な
い
。私

は
、
こ
の
災
害
出
動
で
多
く
の
こ
と
を
学

ん
だ
。
こ
の
経
験
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た

ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

l

一度
と
こ
の
よ
う
な
災
害
が
な
い
こ
と
を
願

う
。
そ
し
て
こ
の
災
害
で
、
家
族
を
、
住
居
を
、

ま
た
職
場
を
失
っ
た
方
々
が
、

一
日
も
早
く
元

の
生
活
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祈
り

す
る
も
の
で
あ
る
。
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伏
見
泊
誓
奥
村
剛
史

神
戸
で
の
救
急
活
動

者
は
市
職
員
、

神
戸
市
立
西
市
民
病
院
の
5
階
が
崩
壊
し
た

た
め
、
救
助
隊
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
入
院
患
者

を
救
出
し
て
い
る
。
京
都
市
救
急
隊
2
個
小
隊

は
救
出
さ
れ
た
患
者
を
他
の
病
院
に
搬
送
す
べ

く
、
病
院
駐
車
場
に
待
機
し
て
い
た
。
救
急
隊

の
前
で
は
、
病
院
の
救
急
車
や
ワ
ゴ
ン
車
等
の

患
者
搬
送
用
車
両
が
次
々
と
到
貯
し
て
、
患
者

を
他
の
病
院
へ
転
送
し
て
行
く
。
我
々
か
ら
見

れ
ば
救
助
事
故
現
場
で
あ
る
こ
の
病
院
も
、
市

民
か
ら
見
れ
ば
重
要
な
医
療
機
関
で
あ
り
、
患

者
が
続
々
と
押
し
寄
せ
て
来
る
。
医
師
や
看
誰

婦
は
そ
れ
ら
の
患
者
に
必
死
で
対
応
し
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
病
院
か
ら
患
者
の
転
院
に

救
急
車
を
使
用
さ
せ
て
欲
し
い
旨
の
要
請
が
寄

せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
救
急
隊
2
個
小
隊
が
交

代
で
転
院
搬
送
す
る
こ
と
を
病
院
に
伝
達
す
る

と
、
病
院
側
は
す
ぐ
に
直
街
者
2
名
を
当
隊
に

収
容
し
た
。
行
先
は
須
磨
区
の
T
病
院
で
あ
る
。

道
案
内
と
し
て
病
院
職
員
に
同
乗
し
て
も
ら

い、

「
さ
て
出
発
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
他
に
2

台
の
車
両
が

T
病
院
に
向
う
の
で
緊
急
車
と
し

て
先
導
し
て
欲
し
い
、
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

驚
い
て
さ
ら
に
聞
く
と
、

2
台
の
ワ
ゴ
ン
車
に

患
者
を
そ
れ
ぞ
れ
3
名
ず
つ
収
容
し
て
準
備
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
車
両
は
役
所
の
車
で
運
転

T
病
院
の
所
在
地
を
知
っ
て
い

今
は
そ
れ
以
上
に
5
5
0
0
名
余
り
の
死
者
に

る
者
は
乗
車
し
て
い
な
い
と
の
説
明
だ
っ
た
。

T
病
院
に
向
う
途
中
、
同
乗
の
病
院
職
員
が

救
急
車
の
車
高
を
知
ら
な
い
た
め
、
高
さ
の
足

り
な
い

J
R
の
ガ
ー
ド
下
を
通
過
し
よ
う
と
し

た
り
、
通
行
す
る
道
路
に
電
柱
が
倒
れ
て
い
た

り
で
、
そ
の
対
応
に
苦
労
し
た
。
更
に
、
全
市

で
停
電
し
て
い
た
た
め
、
道
路
信
号
は
す
べ
て

消
え
て
お
り
、
主
要
交
差
点
は
警
察
官
が
交
通

整
理
を
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
交
差
点

は
走
行
上
危
険
な
こ
と
甚
だ
し
か
っ
た
。

当
隊
は
、
こ
の
患
者
救
送
の
他
に
も
3
件
出

動
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
造
体
搬
送
も
あ

っ
た。

看
誰
婦
は
救
急
隊
の
運
用
方
法
を
知
っ
て
い
る

だ
け
に
「
搬
送
し
て
も
ら
え
る
か
」
と
相
談
さ

れ
た
が
、
何
で
も
や
る
気
で
あ
っ
た
の
で
承
諾

し
た
。
し
か
し
、
搬
送
し
た
ロ
ー
ソ
ク
の
明
り

だ
け
の

M
裔
校
体
育
館
で
、
整
然
と
並
べ
ら
れ

た
数
十
体
の
遺
体
を
前
に
し
た
と
き
に
は
、
言

葉
が
出
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
あ
る

K
病
院
に
向
か
っ
た
際
は
、
液
状
化

現
象
の
た
め
泥
溶
と
化
し
た
道
路
を
走
行
し
た
。

こ
の
大
災
害
を
前
に
し
た
救
急
隊
員
と
し

て
、
十
分
な
活
動
を
実
施
で
き
た
の
か
と
考
え

た
と
き
、
も
っ
と
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

は

：
と
も
思
う
が
、
最
善
は
尽
し
た
。
し
か
し
、

兵
庫
県
南
部
地
窟
が
発
生
し
、
続
々
と
悲
惨

な
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
る
な
か
、
地
根
発
生

か
ら

10
日
目
の

1
月
27
日
に
「火
災
調
査
応
援
」

の
派
遣
命
令
を
受
け
、
局
長
申
告
も
そ
こ
そ
こ

に
、
29
日
神
戸
市
に
向
け
て
出
発
し
た
。

名
神
高
速
道
路
を

一
路
西
へ
と
進
み
、
尼
崎

に
入
る
と
屋
根
瓦
の
ず
り
落
ち
た
家
屋
や
青
い

防
水
シ
ー
ト
で
屋
根
を
覆
っ
て
い
る
家
屋
が
目

に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
西
宮
か
ら
芦
屋
に

さ
し
か
か
る
と
通
り
に
面
す
る
木
造
家
屋
の
ほ

と
ん
ど
が
倒
壊
し
、
哀
れ
な
残
骸
を
さ
ら
し
て

お
り
、
ま
さ
に
悪
脱
の
爪
痕
と
形
容
す
る
し
か

な
い
ほ
ど
悲
惨
極
ま
り
な
い
情
娯
で
あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
神
戸
市
に
入
る
と
、
火
炎
地
獄
と

も
言
う
べ
き
焼
け
跡
が
延
々
と
続
き
、
何
と
か

火
災
の
難
を
逃
れ
た
木
造
家
屋
や
ビ
ル
ま
で
も

が
す
べ
て
倒
壊
し
、
そ
の
悲
惨
さ
は
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
ほ
ど
で
、
被
災
者
の
悲
し
み
や
哀

れ
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

今
回
の
火
災
調
査
応
援
は
、
り
災
証
明
書
の

発
行
事
務
に
係
る
被
害
調
査
が
主
な
業
務
で
あ

り
、
神
戸
消
防
の
方
々
と
一
緒
に
焼
け
止
ま
り

線
を
歩
き
、
半
焼
、
全
焼
の
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
併
せ
て
付
近
住
民
の
聞
き
込
み
調
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

予
防
聾
誓

林
沼

修

焼
け
跡
を
調
査
し
て

調
査
現
場
に
赴
き
、
広
大
な
焼
け
跡
を
眼
前

に
す
る
と
、
改
め
て
災
害
の
す
さ
ま
じ
さ
で
身

の
す
く
む
思
い
が
し
た
。
飴
の
よ
う
に
曲
が
り

焼
け
爛
れ
た
鉄
骨
、
茶
褐
色
に
崩
れ
落
ち
た
ビ

ル
、
灰
土
と
化
し
た
焼
け
跡
が
ど
こ
ま
で
も
続

く
そ
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
ひ
っ
そ
り
と
手
向

け
ら
れ
た
花
を
見
る
と
き
、
亡
く
な
ら
れ
た
人

に
対
す
る
残
さ
れ
た
家
族
の
悲
し
み
が
身
に
し

み
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
調
査
に
当
て
ら
れ
た
4
日
間
、

広
大
な
焼
失
面
稼
を
把
握
す
べ
く
歩
い
て
歩
い

て
歩
き
続
け
、
周
辺
の
方
々
に
聞
き
込
み
し
て
、

何
と
か
調
査
結
果
報
告
書
を
作
り
上
げ
た
。

最
後
に
こ
の
調
査
期
間
中
、
神
戸
消
防
の
方

に
聞
い
た
驚
嘆
す
べ
き
話
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
、
筆
を
罹
き
た
い
と
思
う
。

「
私
の
先
輩
な
ん
で
す
が
、
お
母
さ
ん
と
娘
を
こ

の
地
震
で
亡
く
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
日
か
ら
出
勤
し
て
活
動
を
さ
れ
、

5
日
目
に

や
っ
と
帰
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
間
そ
の
こ

と
を
一
言
も
我
々
に
漏
ら
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
彼
の
強
い
意
思
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
自
分
な
ら
ど
う
だ
ろ
う
か

と
自
問
し
た
が
、
本
音
の
と
こ
ろ
、
と
て
も
真

似
が
で
き
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

対
し
て
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
こ
の
大
災
害

か
ら
の
復
旧
と
復
興
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。
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